<研究論文>ソーシャルワーク演習におけるストレングス視点の習得効果に関する研究 by 中野 陽子 & 松本 葉子
田園調布学園大学紀要　第 10 号 2015（平成 27）年度
Bulletin of DEN-EN CHOFU UNIVERSITY　Vol.10 (2015)
Youko Nakano / Youko Matsumoto  A Study on Student Acquisition of Strength Perspectives in a Social Work Seminar Course
111第 10 号　2015（平成 27）年度
ソーシャルワーク演習におけるストレングス視点の
習得効果に関する研究
中
な か の よ う こ
野陽子・松
ま つ も と よ う こ
本葉子
〈要　　旨〉
　本稿は，ソーシャルワーク演習Ⅰ（2年生）の受講者 32 名に対して，前期 15 回の授業を
通じて，ストレングス視点を身につけることができたかどうかの効果を検証したものであ
る。調査内容は，2つの事例を読み，率直な感想とストレングスを第 1回目の授業と第 15
回目の授業時に自由記述してもらった。有効回答 29 名分であり，抽出されたストレング
スの数は，事例 1では 1 回目は 12 個だったが 2回目は 111 個となり，事例 2においても
10 個から 119 個と大幅に増加し，授業開始時の約 10 倍以上のストレングスを見つけるこ
とができていた。これらの結果より，演習を通じて，ストレングス視点を身につけている
ということが明らかになった。また，率直な感想には大きな変化がないことから，学生た
ちはネガティブな感情を持ちつつも専門職としての視点を身に付けているということも明
らかになった。
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Ⅰ.　はじめに
1.　研究の背景
　2007年「社会福祉士及び介護福祉士法」改正に伴い，翌2008年 3月には厚生労働省より「大
学等において開講する社会福祉に関する科目の確認に係る指針について」1）が出され，「相談援
助演習」は，かつての120時間より30時間増加して，150時間の演習教育がなされることになった。
また，1クラスの学生数は20 名未満と定められきめ細やかな教育がなされるようになった。さらに，
演習を担当する教員に対しても，社会福祉士の養成に係る演習の指導を5年以上経験した者等
の資格要件が課せられるようになった。教授内容に関してもかなり具体的な内容が求められるよう
112 田園調布学園大学紀要
中野陽子・松本葉子
になった。
　改正前の教授内容は，コミュニケーションスキルの獲得や具体的な事例を取り上げてのロールプ
レイの実施，人権尊重，権利擁護，自立支援についての理解，また実習前後での指導が求めら
れていたものの具体性には欠ける内容であった 2）。しかし，改正後の指針では，①総合的かつ包
括的な援助及び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的にとりあげる
こと。②個別指導並びに集団指導を通じて，具体的な援助場面を想定した実技指導（ロールプレ
イング等）を中心とする演習形態により行うことが狙いとして定められた。そして，相談援助実習を
行う前に十分な学習をしておくこととされ，自己覚知，基本的なコミュニケーション技術の習得，基
本的な面接技術の習得，社会的排除・虐待（児童・高齢者）・家庭内暴力（DV）・低所得者・ホー
ムレス・その他の危機状態にある相談援助事例を活用し，総合的かつ包括的な援助について実
践的に習得すること。また，これらの事例を題材として，インテーク・プランニング・支援の実施・
モニタリング・効果測定・終結とアフター ケアの具体的な相談援助場面及び相談援助の過程を想
定した実技指導を行うこと。実技指導に当たっては，アウトリー チ・チームアプローチ・ネットワーキ
ング・社会資源の活用・調整・開発の内容を含めること。地域福祉の基盤整備と開発に係る事
例を活用し，地域住民に対するアウトリー チとニーズ把握・地域福祉の計画・ネットワーキング・社
会資源の活用/調整/開発・サ ビースの評価について実技指導を行うことが明記された。相談援
助実習後に行うこととしては，相談援助に係る知識と技術について個別的な体験を一般化し，実
践的な知識と技術として習得できるように，相談援助実習における学生の個別的な体験も視野に
入れつつ，集団指導並びに個別指導による実技指導を行うことが明記された。
　このように教授内容に関しても具体的に明示され，単に時間数の増加だけではなく，相談援助
演習による教育の質の向上が求められるようになった。本学でもこの指針の内容を150 時間で網
羅できるように，ソーシャルワ クー演習Ⅰ（2年生通年），ソーシャルワ クー演習Ⅱ（3年生通年），ソー
シャルワ クー演習Ⅲ（4年前期）の中でシラバスを組んでいる。この指針が出され早くも7年が経過
し，実際に，明示されている内容を学生が習得できているのかどうか検証をすべき時期に来てい
るのではないかと考える。
　相談援助演習の狙いとして「社会福祉士に求められる相談援助に係る知識と技術」の習得が
掲げられている。相談援助に係る知識は多岐に渡るが，ソーシャルワ クーの定義を外すことはでき
ない。ソーシャルワ クーの定義は，2014 年 7月10日にオーストラリアのメルボルンでの総会で採択
され改訂がなされた。新定義は，「ソーシャルワ クーは，社会変革と社会開発，社会的結束，およ
び人々のエンパワメントと解放を促進する，実践に基づいた専門職であり学問である。社会正義，
人権，集団的責任，および多様性尊重の諸原理は，ソーシャルワークの中核をなす。ソーシャル
ワ クーの理論，社会科学，人文学，および地域・民族固有の知を基盤として，ソーシャルワ クーは，
生活課題に取り組みウェルビ イーングを高めるよう，人々やさまざまな構造に働きかける。この定義
は，各国および世界の各地域で展開してもよい。」3）と定められた。そして，旧定義にも新定義にも
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共通に明記されている概念として，エンパワメント，社会正義，人権，ウェルビ イーング，社会変革
が挙げられる。これらは中核となる価値であり，エンパワメントをしていく際にも人権を尊重していく
際にも，クライエントのストレングスを見出していくことが重要になってくると考えられる。
　ソーシャルワ クーにおける基本的な視座は大きく分けて医学モデル，生活モデル，ストレングスモ
デルの3つに分類される。ストレングスとは英語で「強さ」や「力」を表し，ストレングスモデルは，そ
の人自身や環境がもともと持っている「強さ」や「力」に着目して，それを引き出し活用していくもので
ある。ストレングス視点については，1970 年代マルシオが「病理から人間の強さ，資源，可能性に
注目」と提唱し，従来の医学モデル，生活モデルの2つの視座に一石を投じる形になった。1980
年代にはサリー ビ （ーSaleebey,D.），ラップ（Rapp,C.），ゴスチャ（Goscha,R）などが研究を蓄積し，
精神障害者の地域支援へのマネジメントや児童養護施設でのケア，高齢者ケアなどにもストレング
ス視点が有効であることを論じた。さらに地域を資源のオアシスと捉え，問題解決を行うためのスト
レングスは個人や家族などのミクロレベルのみならず，地域の中にもその強さや可能性を見出せる
ことを強調した。特にラップとゴスチャは，精神障害者の地域支援について個人と地域の潜在力
を見出し，ストレングスアセスメントおよびケースマネジメントにおいてリカバリー 志向の実践が本物
の地域支援であることを説いている4）。ソーシャルワ クーがクライエントのストレングスへの関心を高
め，個人や地域の力量を肯定的に評価するようになったのは1990 年代に入り社会構成主義へと
転換してからである。従来の原因追求，診断という問題志向の視点ではどうしてもソーシャルワー
カーがクライエントを否定的に認知してしまい，それはクライエント，援助職双方の立場の違いを明
らかにし，対等な関係性構築とはならない。一方，ソーシャルワーカーがストレングス視点でクライ
エントの健全な部分を評価し，各々のストレングスを言語化し伝えることで自然とクライエント自身が
能力を発揮したり，意欲を引き出すことができたりする。このことが，必然的にクライエントのエンパ
ワメントにつながることになる。
　社会的に不利な状況であったり，なんらかの生活のしづらさを感じているクライエントは課題や
問題に対して行き詰ってしまう。ソーシャルワ カーーが視点を変えて状況を捉えることは，新たな側
面を見出すことにつながる。つまりは環境のストレングスや個人のストレングスに着目していくことで，
問題や課題をも強みに変えていくことができるのである。
　ヘップワースらはその著書 5）の中で，「ソーシャルワ クーを勉強する学生は，アセスメントに焦点を
あてることとストレングスをもとにしたアセスメントプロセスを統合することが困難である」と述べてい
る。つまり問題や課題と強さや資源などの二元的焦点化が苦手だということである。シーファー ら
はソーシャルワークの24の指針の中で，「ソーシャルワーカーはクライエントのエンパワメントを最大
限行うべきである」6）と述べており，現在にいたるまでソーシャルワークにかんする書籍には必ずと
いってもよいほどクライエントをエンパワメントすることの重要性が記載されている。
　ヘップワースらも指摘したとおり，現場に出ていない学生にとっては，どのようにストレングスを見つ
けるのかイメー ジが湧きにくいものである。それをいかにソーシャルワ クー演習の授業の中で理解し
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てもらい，3年次のソーシャルワ クー実習の際に活かせるかがソーシャルワ カー をー育てる教員の力
量だと考えている。
　そこで，本研究では，ソーシャルワ クー演習の授業を通じて，学生がストレングス視点を身につけ
ているのかどうかその効果を検証していきたいと考える。
2.　用語の定義
　本学では，「ソーシャルワ クー」を学生により強く意識させるために「相談援助演習」ではなく「ソー
シャルワ クー演習」としているため，本文中では「ソーシャルワ クー演習」を使用していく。
3.　先行研究の検討
　先行研究の検索には，国立情報学研究所の情報検索サイトCiNii7）を使用した。「ソーシャル
ワ クー×演習」で検索をしたところ63 本の論文が抽出された。これらを概観するとソーシャルワ クー
学会誌のソーシャルワーク演習教育と専門性に関する特集論文やソーシャルワーク研究における
演習教育の特集論文が複数見られた。その他，保育や精神保健福祉分野での演習に関する論
文も見られたが，2007 年の社会福祉士および介護福祉士法改正後，ソーシャルワーク演習にお
いてストレングス視点習得の効果に関する研究は見当たらなかった。
　そのため，「相談援助演習」で検索をしたところ，25 本の論文が抽出されたが，タイトルを確認
すると「ソーシャルワ クー×演習」と重なっているものが多かった。なお，「ソーシャルワ クー×演習×効
果」では3本しか抽出されず，いずれも本稿とは関係性が薄い論文であった。
　そのため，保正 8）が演習教育の動向についてまとめた論文も参考にした。保正は，演習に関
する99 本の論文を1990 年〜 2000 年，2001 年〜 2006 年，2007 年〜 2012 年の 3期に分けて，
さらに，年代別に演習教育のあり方を問う研究，演習教育教材・方法に関する研究，演習教授
方法に関する研究，演習教育で習得する能力・効果測定に関する研究の4つのカテゴリー に分
類し，その研究動向，特徴について述べている。その中で，保正が「演習教育で習得する能力・
効果測定に関する研究」であると判断した論文の中より効果測定について論じたと思われる論文
19 本に着目しレビューを行った。その結果，演習を通じて自己覚知に効果があったと論じている
研究が 7本 9）と一番多く，地域福祉の理解に効果があったと論じている研究が 2本 10），グループ
ディスカッションを通じての学習効果について論じた研究が 2本 11），面接技術習得に関する効果
について論じた研究が 1本 12），自己決定の尊重について習得の効果があったと論じている研究
が 1本 13），非言語コミュニケーションの習得に関する研究が 1本 14），死生観の滋養がなされたと
される研究が 1本 15），プレイバック・シアター 導入とその効果について論じた研究が 1本 16）あった。
その他の論文は，習得の意義等は述べられているものの演習により効果があったと述べるまでに
は至らなかった。
　さらに，「ソーシャルワ クー×ストレングス」のキーワ ドーでも検索を行ったところ，41 本の論文が抽
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出されたが，「ソーシャルワーク×演習×ストレングス」では，1本も抽出されなかった。41 本の論文
について概観したところ山口 17）がストレングス教育の意義について相談援助演習を担当している
教員にヒアリングを行っていた。山口は，ストレングスに関わる教育に言及した先行研究はほとんど
なく，ストレングスとかかわりの深い概念であるエンパワメント研究においては先行研究があることを
指摘している。3名の教員に対し，「相談援助」系科目とそれ以外の科目でのストレングス教育内
容と学生の反応とストレングス教育の意味と課題についてヒアリングをしていた。その結果，教員
は，学生達がストレングス視点やストレングスを引き出す技法を身につける意義を実感していること
を明らかにしている。また，教育上の課題として，ストレングスに着目し引き出していく支援過程や
技術・技法の教育方法の構築，学生自身の成功体験や獲得につながる教育方法の構築，「相談
援助」系科目間の教育内容を連動させる工夫の模索が挙げられていた。
　この論文より，本稿の先行研究に一番近しい研究である，太田ら18）のエコスキャナーを用いた
研究にたどり着いた。このエコスキャナーは，コンピュ ターー を活用し128 項目を入力し，利用者の
生活システム情報を収集できるものである。その役割として，①利用者の複雑な生活状況に関す
る多くの情報を整理・分析して保存　②収集情報をコンピュ ター・シミュレーションにより有効な支
援情報に処理・加工　③情報のビジュアル化により生活の変容を時系列で表示　④処理情報の
活用で利用者の生活理解と課題解決への支援を推進することが挙げられている。そして，山口
19）は，ストレングス‐パワー変容過程版エコスキャナーを用いた演習を2007 年度から2009 年度ま
で実施し，学生 52 名から感想などを記したレポ トーを得て，52 名中 45 名（約 86.5％）が演習を通
じて事例の利用者のストレングスを「発見できた」「少し発見できた」「ある程度発見できた」と記載
していたと述べている。
　しかし，対人援助職としては，面接の場面で瞬時にクライエントのストレングスを見出していくこと
が求められる。また，直感や感性などの感覚的なものもソーシャルワ カーーは大切にしていかなけ
ればならない。アセスメント能力を鍛え，瞬時に判断し，多角的な視点からクライエントを捉える能
力は，何かの支援ツールに頼るのではなく，ソーシャルワ カーー自身が道具となり培っていかなけれ
ばならないものではないだろうか。
　先行研究を概観すると，ツール等を使用せず，ソーシャルワーク演習の授業を通じてストレング
ス視点を身につけることができたかどうか，その効果を検証する研究は見当たらなかった。よって，
本稿ではそのことに焦点を当てて明らかにしていきたい。
4.　研究の目的
　研究の背景と先行研究に鑑み，本稿では，ソーシャルワ クー演習の授業を通じて，学生がストレ
ングス視点を習得することができたかどうか，その教育効果について検証することを目的とする。
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Ⅱ.　ソー シャルワ クー科目におけるストレングス視点の教授内容
1.　ソー シャルワ クーⅠ・Ⅱ
　本学では，「相談援助の理論と方法」，「相談援助の基盤と専門職」の2科目をソーシャルワ クー
Ⅰ〜Ⅳ，ソーシャルワーク総論Ⅰ・Ⅱの6科目に分け，厚生労働省から打ち出されているガイドライン
に照らし合わせ実施をしている。そして，学生は，ソーシャルワ クーⅠとⅡを受講してからソーシャル
ワ クー演習Ⅰを受講する流れになっている。ここで，ソーシャルワ クーⅠとⅡの授業概要を示したい。
　ソーシャルワ クーⅠは，1年生の前期科目であり，授業概要は，ソーシャルワ クーとは何かということ
を，その歴史，機能と役割，実践領域等から学び，援助関係や面接技術等の具体的な事項につ
いても学ぶこととしている。この科目において，ソーシャルワ クーの定義の理解は大きな柱の一つで
ある。ソーシャルワ クーの定義の解説時には，事例やDVDを用いてエンパワメントについて理解を
させている。その際には，当然，ストレングスについても触れている。また，バイスティックの7原則
を教える際にも，事例を通じてストレングスの大切さを教えている。
　ソーシャルワ クーⅡは，1年生の後期科目であり，授業概要は，ソーシャルワ クーの基本的な視点
と相談援助の理念を確認し，ソーシャルワ クーのプロセスを理解する。また個別援助から，グルー
プを活用した援助，家族への援助と学習を進め，ソーシャルワ クーの総合的包括的な援助の意義
と課題について学んでいくこととしている。この科目において，ケース発見，インテークから始まる
ソーシャルワ クーのプロセスの理解が大きな目標の一つである。「アセスメント」の回では，利用者や
その周囲の環境の強み，良い部分をさまざまな側面からみることの大切さを，続く「プランニング」
の回では援助目標設定の際の留意点の一つとして問題だけでなく必ずストレングスにも注目し，そ
の力をどのように活用していくかという視点が重要であると事例を用いて説明している。また，グ
ループ支援についての回では，グループならではのストレングスについても触れている。
　なお，「ストレングスモデル」として具体的な実践アプローチについては，3年生の前期ソーシャル
ワ クー総論Ⅰにて教授されている。
　このように，1年次においてストレングスについては，少なくとも2つの講義科目で学習をしている
ことになる。
2.　ソー シャルワ クー演習Ⅰ
　ソーシャルワ クー演習Ⅰは，2年生の通年科目であり，授業概要は，総合的かつ包括的な援助及
び地域福祉の基盤整備と開発に係る具体的な相談援助事例を体系的に取り上げる。個別指導
並びに集団指導を通して，具体的な援助場面を想定した実技指導（ロールプレ イーング等）を中心
とする援助形態により行うこととしている。シラバスに即していれば，各教員毎に自由裁量となって
いるため，前期は主に自己覚知と他者理解，後期は事例検討を通じてコミュニケーション技術及び
面接技術を身につけることを目的としている。研究の背景でも触れたように，筆者らは，演習の授
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業を通じストレングス視点を身につけさせたいと考えているため，通年を通してそのことを意識した
授業を展開している。また，筆者ら2クラスは，教材及び教育内容もほぼ同じ設定にしている。
　たとえば，前期の学びで行う自己覚知の中では，あるデザインを見て感想を書き出してもらう演
習を行っている。この演習では，多くの学生が否定的な意見ばかり出してしまう。このことより，人
間は肯定的な見方より否定的な見方をしやすい傾向にあることを自己覚知してもらっている。その
上で，ペアになり「いいとこスケッチ」20）を実施する。この演習では，聴き手と話し手に分かれて，フ
リー テーマで3分程度話をしてもらい，その後，聴き手だった人は語り手の良いところを見つけ紙
に書いて渡してあげるというものである。この演習を通じて，意識をすれば人の良いところはたくさ
ん見つけ出すことができること，また，褒められることの嬉しさを実感し，それはクライエントも同じで
あることを学ぶことを目的としている。
　また，身勝手だと思われるようなクライエントの事例を読んでもらい，そのクライエントのストレングス
を探し出す演習も実施している。表面的にクライエントを理解するのではなく，どのような人であっ
てもストレングスを見つけ出すことができるということを事例検討及びディスカッションを通じて体感し
てもらっている。
　さらに，リフレ ミーングも実施している。自分の短所を5つ書き出してもらい，ペアを組んだ相手に
長所に変えてもらうというトレーニングを行っている。この演習を通じて，学生たちは，枠組みを変え
ることで短所も長所になるということを学んでいる。自己覚知をしてもらいつつも，自然とストレングス
視点も身につけて欲しいと意図して授業を展開している。
　他者理解では，児童虐待，認知症高齢者，身体障害者，難病，ホームレスなどの各分野につ
いて，クライエントとソーシャルワ カー （ーもしくは支援者）が出てくる映像を見せ，登場するクライエン
トやその家族等の気持ちを考えた上で，クライエントのストレングスを探し出し演習シ トーに書き出し
てもらっている。主にドキュメンタリー 番組などを観させているが，一見すると生きづらさを抱え，否
定的にしか捉えられないような映像も多く，学生達は，はじめのうちはなかなかストレングスを書き出
すことができない。しかし，記述されたストレングスを翌週の授業内でフィー ドバックすることを毎週
繰り返すことにより，徐々にスムーズにかつ多くのストレングスを挙げることができるようになる。さら
に，ストレングスを挙げた後に，自分だったらどのような支援をしていきたいかといったことも考えさせ
ている。2年生の前期ということもあり，十分な支援方法を考え付くまでには至らないが，ストレング
ス視点を意識した介入方法を見出して欲しいと意図し考えさせている。
　ソーシャルワ クー演習Ⅰでのこれらの学びを通じて，学生がストレングス視点を身につけたであろう
と感覚的には感じることはできているが，その実際については明らかになっていないため，効果検
証をしていくこととする。
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Ⅲ.　 調査方法
1.　調査対象
　本学社会福祉学科においてソーシャルワ クー演習Ⅰを受講している2年生 9クラスのうち，筆者
らが担当するAクラスとBクラスの2クラス，合計 32 名の学生。
2.　調査期間
　2015 年 4月8日（講義第 1回目）と7月22日（講義第 15回目）の2日間。
3.　調査方法
　ソーシャルワ クー演習Ⅰの第 1回目（前期初回）と第 15 回目（前期最終回）の授業中，授業の妨
げにならないタイミングでそれぞれ 15 分間を使用し，2つの事例を読み，率直な感想とストレングス
を自由に記述させた。
4.　調査内容
　1つ目の事例は，就労継続支援B型事業所に通所しはじめたばかりの自閉症のAさんの事例で，
Aさんは一見すると課題だらけで大変な方に思える。しかし，探していくと多くのストレングスを見つ
けることができる。環境のストレングスは少ないが，個人としてのストレングスをいかに探せるかを問
えるような事例である。
　2つ目の事例は，在宅での高齢者虐待が疑われる事例で，リスクアセスメントだけをしてしまうと
否定的に捉えてしまいがちであるが，環境面でのストレングスが多く含まれている事例である。な
お，この2つの事例は，筆者 2名は現場経験があるため，実際の事例を加工し作成をした。
　事例に対して，まずは率直な感想を聞き，その後ストレングスを挙げてもらった。率直な感想を
大切にすることは，ソーシャルワ カー とーして大切なことだと考えている。なぜならば，たとえば「大
変そうな人だ」，「虐待はひどい」などの率直な気持ちを封じ込めてしまうことは，いずれソーシャ
ルワーカーになったときに，バ ンーアウトにつながる恐れがあると考えられるからである。ソーシャル
ワ カーーは，聖人君子ではない。当然ネガティブな感情も持っている。そのことを理解し受け入れ
つつも，その気持ちとは別にしてクライエントのストレングスを導き出せることはとても大切なことであ
ると考えている。授業を通じて，率直な感想に変化はあるのかどうか，ストレングスの数との関係も
含め考察したいと考え，率直な感想も聞くこととした。
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〔事例 1〕
　知的障害があり自閉症でもあるAさん（18 歳）は，特別支援学校卒業後，両親の熱心なサポー
トがあり，実習や面接を経て就労継続支援B型事業所に通うこととなった。しかし，初めての場所
に戸惑っているようで落ち着きがない。スイッチの組み立て作業を依頼すると，拒否して水道の蛇
口を開けては閉じてを繰り返してしまう。水遊びをやめるように伝えると，大きな声を出し支援員を
振り切り走って逃げてしまう。また，タオルたたみ作業をお願いした時には，たたむことよりもほつれ
た糸が気になり，糸をハサミで切ることばかりに集中してしまい作業が進まない。さらに，作業中に
大好きな電車の名前や駅名を大きな声で話してしまい，他の利用者より苦情が来ている。
問 1．事例を読み，率直な感想を書いてください。
問 2．本事例におけるストレングスを挙げてください。
〔事例 2〕
　ある日，地域包括支援センター に近所の人から「虐待ではないか」と電話があった。その家は，
母親 78 歳，長男48 歳の二人世帯。長男は，母親が脳梗塞をわずらった3年前，介護のため
に20 年勤務した会社を辞めたが，最近は朝，枕元に菓子パンとペットボトルをおいて夕方までパ
チンコをして帰らない。週末は，脳梗塞の影響による認知症の母親に対し大声で怒鳴ったり，何
かが割れる音がしたりする。介護保険は，要介護 2だが車いすをレンタルするのみで，担当のケ
アマネジャー がヘルパーなどのサ ビース導入の話をしたが，「必要ない」と拒否している。次男（42
歳）は，結婚し妻の両親と他県で同居しているが，子どもに障害があるため，年に数回実家に顔
を出す程度である。
問 1．事例を読み，率直な感想を書いてください。
問 2．本事例におけるストレングスを挙げてください。
5.　分析方法
　全ての自由記述内容を，1つの内容に対し1つの文章に収まるように，意味を変えずに区切っ
て箇条書きに書き出した。
　問 1の率直な感想については，明らかにプラスと捉えた感想のみ探し出し，文末に（＋）の記号
をつけその数を数えた。なお，解決方法の提示や提案，助言も多かったが，それらはプラス意見
としては反映していない。
　問 2のストレングスについては，個人のストレングス（性質・性格，才能・技能，関心・願望など）
と環境のストレングス（資産，人間に関係，近隣の地域資源など）に分け，その数を数えた。個人
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のストレングスには文末に（個），環境のストレングスには（環）の印をつけた。これらの判断につい
ては，筆者 2名で話し合って決定した。
　そして，率直な感想におけるプラスの感想とストレングスの数の増減について，1回目と2回目の
調査を比較し分析した。
6.　倫理的配慮
　本調査を実施するにあたり，調査への協力は任意であり，協力の有無，また回答内容が学生
への利害，成績評価に関係するようなことは一切ないこと，調査の分析は，全体を一括して行うた
め個人が特定されることもないことを文書と口頭にて説明をした。また，調査結果は，今後のソー
シャルワ クー演習Ⅰの教授に役立てる他，紀要への発表を予定していることも説明をした。
Ⅲ.　結果
1.　事例 1 の率直な感想（1 回目）
　32名の学生に調査を実施し，1回目は全員が調査に応じてくれたが，2回目は欠席等により来ら
れない学生もおり，結果として有効回答は29 名分となった。
　結果については，論文末の表 1に示した。1回目の率直な感想としては，「他者から苦情が来
ていることを何とかしなければならない」，「この事業所は合っていないのではないか」，「Aさんが戸
惑わないように支援員が対応すべきだ」，「初めての場所に戸惑うのは仕方がない」，「Aさんがやり
やすい作業を提供すべきではないか」，「自閉症の特徴が出ている」などの感想が目立っていた。
　あきらかにプラスと思われる感想としては，「両親の熱心なサポ トーがある」といった内容が 4個，
その他「繰り返しの行動が見られたり，集中することが苦痛なのだとわかり，それらをうまくプラスに
もっていけたらと感じた」といった感想が 1個，合計 5つのプラスの感想が出されていた。
2.　事例 1 の率直な感想（2 回目）
　2回目では，「Aさんにとって，集中して作業を行うことが難しい環境である」，「支援員は，Aさ
んに合った仕事を見つけて欲しい」，「作業への工夫が必要」，「初めての場所で戸惑いがある」，
「苦情に対して対応をすべきだ」などの感想が目立っていた。
　プラスの感想としては，「両親の熱心なサポ トーがある」といった感想が 7個，その他「集中力が
ある」3個，「また自分に合う仕事を見つけて頑張って欲しい」，「特別支援学校を卒業できるくらい
の障害レベルである」，「水遊びが楽しそう」，「元気」がそれぞれ 1個ずつ，合計 14 個のプラスの
感想が出されていた。
　1回目と2回目の率直な感想を比較すると，その内容に大きな変化はないと言える。プラスの感
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想についても5個から14個とやや増加したようにも思われるが，実際には，表 1の網掛けをしてあ
る3名の回答のように1回目より2回目のほうがプラスの感想が減少している学生もいるため，プラ
スの感想が増えたとは断定しにくい。
3.　事例 2 の率直な感想（1 回目）
　1回目の率直な感想としては，「長男への介護負担が大きい」，「次男も協力すべき」，「介護保険
サ ビースを使うべき」，「虐待の可能性が高い」，「もっと地域や専門職からのアプローチが必要」な
どの感想が目立っていた。
　プラスの感想としては，「長男が悪いのではなく，長男も助けてあげたい」，「長男はよく頑張った」
などの長男を擁護する感想が 4個挙げられた。
4.　事例 2 の率直な感想（2 回目）
　2回目の率直な感想としては，1回目同様「長男の介護負担が大きい」，「次男も協力すべき」，
「介護保険サ ビースを使うべき」，「虐待の可能性が高い」の他，「パチンコでストレス解消をしてい
る」，「なぜヘルパー利用を拒むのか」，「食べ物は置いていっている」などの感想が目立っていた。
　プラスの感想としては　「長男は頑張っている」といった意味合いの感想が 3個，「次男が年に
数回顔を出している」といった感想が 1個，合計 4個挙げられた。
　1回目と2回目の率直な感想を比較すると，その内容に大きな変化はないと言える。プラスの感
想についても4個のままと変化が見られなかった。事例 1に引き続き事例 2でも，表 1の網掛けを
してある3名の回答のように1回目より2回目のほうがプラスの感想が減少している学生もいた。
5.　事例 1 のストレングス（1 回目）
　1回目は，2年生になったばかりということも影響しているのか，どうやらストレングス自体が全く
理解できていないようで，29 名中 13 名が未記入という結果となった。記入がある学生について
も，「他の利用者より苦情が来ている」，「初めての場所で落ち着きがない」などストレングスを課題
や問題点と勘違いしたと思われる記載内容が目立った。また，「Aさんにあった作業をさせていく」，
「初めてのことで戸惑うなら環境づくりから整えていく」など解決方法と勘違いしたと思われる記載
もあった。それらを除くと，ストレングスを記入できた学生は7名だけであった。
　内容としては，個人に関するストレングスとしては「集中することができる」，「好きなことは覚えられ
る」など 7個挙がり，環境に関するストレングスとしては「両親の熱心なサポ トーがある」，「就労継
続支援B型事業所に通っている」ということが 5個挙げられていた。合計数として，ストレングスは
12 個しか挙げられていなかった。
122 田園調布学園大学紀要
中野陽子・松本葉子
6.　事例 1 のストレングス（2 回目）
　2回目は，授業 15回目の実施だったこともあり，未記入者や勘違いの記入をする学生は皆無で
あり，全ての学生がストレングスを挙げることができた。
　内容としては，個人に関するストレングスとしては「集中することができる」，「好きなことは覚えられ
る」，「実習や面接をクリアして事業所に通えるようになった」，「細かいところに目が行く」，「元気が
ある」，「趣味がある」など73 個挙がり，環境に関するストレングスとしては「両親の熱心なサポ トー
がある」，「就労継続支援B型事業所に通っている」，「さまざまな種類の作業がある」，「実習や面
接をしてくれる場所があった」ということが 38 個挙げられていた。合計 111 個ものストレングスが挙
げられた。
7.　事例 2 のストレングス（1 回目）
　事例 2においても事例 1と同様，ストレングス自体が理解できていないようで，29 名中 14 名が
未記入という結果となった。記入がある学生についても，「周りに相談できないこと」，「ヘルパー
サ ビースを拒否していること」，「地域から孤立していること」などストレングスを課題や問題点と勘違
いしたと思われる記載内容が目立った。また，「地域の人の力を借りる」，「ヘルパーサ ビースを利用
し長男の介護負担を減らす」など解決方法と勘違いしたと思われる記載もあった。それらを除くと，
ストレングスを記入できた学生は4名だけであった。
　内容としては，個人に関するストレングスとしては「長男はまだ48 歳なので働くことができる」の1
個挙がり，環境に関するストレングスとしては「近所の人が心配している」，「介護保険が適用され
ている」，「担当のケアマネージャー とヘルパーがいる」など9個挙げられていた。合計数として，ス
トレングスは10 個しか挙げられていなかった。
8.　事例 2 のストレングス（2 回目）
　事例 2においても事例 1と同様，2回目は，授業 15 回目の実施だったこともあり，未記入者や
勘違いの記入をする学生は皆無となり，全ての学生がストレングスを挙げることができた。
　内容としては，個人に関するストレングスとしては「枕元に菓子パンやペットボトルを置いている」，
「親の介護のために会社を辞めた」，「会社には20 年勤務していた」，「長男は健康体である」，「3
年間介護を続けた」，「介護放棄はしていない」など62個挙がり，環境に関するストレングスとしては
「回数は少ないが次男の協力がある」，「担当ケアマネージャー がいる」，「車椅子をレンタルしてい
る」，「近所で心配してくれる人がいる」など57 個挙げられていた。合計 119 個ものストレングスが
挙げられた。
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Ⅳ．考察
　1年次に2科目よりストレングスについての講義を受けていても，残念ながらほとんどの学生は，ス
トレングス視点を身につけていないということが明らかになった。つまり，講義で3〜 4回話を聞い
ただけでは，ストレングス視点は身につかないともいえる。そして，ソーシャルワ クー演習を通じてト
レーニングをすることで確実にストレングスを抽出することができるようになるということも明らかになっ
た。
　抽出されたストレングスの数は，事例1では12個から111個へ，事例2では10から119個となり，
約 10 倍以上の伸びとなった。また，事例 1でも2でも同様の伸び率であったことにより，確実にス
トレングス視点を身につけることができるようになったと言える。また，どのようなクライエントに対して
もストレングスを抽出できる力量が上がったとも言えよう。このことは，さまざまな事例を元に，毎回ス
トレングスを考え記述させ，翌週にフィー ドバックを行うということを繰り返した成果により専門職とし
ての視点が身についたと言える。
　また，抽出されたストレングスの内容を見ると，個人と環境のどちらの視点のストレングスも抽出で
きている点にも着目すべきである。事例の特性もあり，事例 1では個人のストレングスが圧倒的に
多いが，事例 2については予測通り，個人と環境のストレングスがほぼ同数ずつ抽出されバランス
も良い。学生たちは，どちらの視点のストレングスも見出すことができるようになったことが明らかに
なった。
　また，率直な感想には大きな変化がないことも着目すべき点である。このことはつまり，学生達は，
ネガティブな率直な感想を持ちつつも，否定的な見解だけで終わることなくそこからストレングスを
見いだせていることも明らかになった。このことは，将来ソーシャルワ カーーになった際，バ ンーアウ
トを防ぐことにも通じると考えられ大切な視点である。
　これらの結果が得られたことの背景には，ドキュメンタリー 番組等を通じて実際に生きづらさを感
じている方々の姿を見せ，多面的に理解しストレングスを抽出するというトレーニングを何度も繰り
返すことにより得られたと考えられる。用意するドキュメンタリー 番組も何十本も視聴しその中から
厳選している。
　今回の調査結果より，常に教員側がクライエントのストレングスを意識させることを意図することに
より，何かしらのツール等を使用せずとも，半期間のソーシャルワ クー演習の授業を通じて，学生た
ちは瞬時に，そして多面的にストレングスを抽出できるようになるということが明らかになった。
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Ⅴ．おわりに
　今回の研究では，2人のクラス29名からのみの回答であるため，今後はさらに対象者数を拡大
して検証していくことも必要であろう。また，介入群と非介入群の比較も行われていないため，今
後はそのような研究も行い精査していきたい。
　今回の研究において，演習の教授方法により，学生のストレングスに関する理解や事例を多角
的にみる視点の醸成が可能になることがわかった。実習では，個別支援計画書等，利用者への
アセスメントやプランニングを実際に行う場面に遭遇する。演習により多くの知識や技術が身につく
ことで，多少なりとも実習への不安も減少すると考える。
　しかし，保正 21）によると，2014年現在でも演習を担当している複数の教員より，格差の存在につ
いて耳にする機会があると述べられている。指針が示されたものの，教育内容については各養成
校に任されており，演習の講義内容や教授法・教材などについても共通基盤がないことが指摘さ
れている。演習によりどのような学習効果が得られたかどうかの研究もまだまだ少ない。だが，教
員間にバラつきが生じることは，学生にとって大きな不利益になると考えられる。20名以下で1クラ
スであるため，教員数が増えたことにより，横の連携も重要になってくると考える。
　社会福祉士という専門職養成の重要性を鑑み，新たに社会福祉士養成校協会より相談援助
演習のガイドライン22）も出された。社会福祉教育セミナー 23）では，社会福祉士演習・実習指導者
講習会に多くの大学院生が就職目的で受講していることや，約 3割は社会福祉分野以外の方が
講習会を受講し教員になっていることへの警鐘も鳴らされ，「社会福祉士が社会福祉士を養成す
る」ことの大切さも打ち出されていた。
　こうした演習の授業 1つの習得をとっても，社会福祉士か否か，現場での実践経験があるか否
かで差が出てくるのではないだろか。筆者らは現場での実践経験を踏まえた社会福祉士であり，
社会福祉士による社会福祉士の教育は必須であると考えている。青年期の若い学生達は，実に
多くのことを吸収していく。柔軟性あるうちの専門的教育は非常に重要だと感じる。確実に学生た
ちが，現場で必要な知識や技術を習得できたかどうか，今後は，ストレングス以外にも面接技術等
習得にかんする効果検証を行う研究等を実施していきたい。
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て
い
る
自
閉
症
の
人
を
注
意
し
た
り
、
言
う
と
お
り
に
さ
せ
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ
と
思
う
。 
・
他
の
利
用
者
さ
ん
か
ら
苦
情
が
来
て
い
る
こ
と
で
、
事
業
所
の
人
も
配
慮
が
難
し
い
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。
0
未
記
入
0
0
0
・
熱
心
に
サ
ポ
トー
し
て
く
れ
る
両
親
。（
環
） 
・
気
に
な
っ
た
こ
と
は
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
力
、
集
中
力
。
（
個
）
1
1
2
6
・
繰
り
返
し
の
行
動
が
見
ら
れ
た
り
、
集
中
す
る
こ
と
が
苦
痛
な
の
だ
と
わ
か
り
、
そ
れ
ら
を
う
ま
く
プ
ラ
ス
に
も
っ
て
い
け
た
ら
と
感
じ
た
。（
＋
）
1
・
特
別
支
援
学
校
を
卒
業
で
き
る
く
ら
い
の
障
害
レ
ベ
ル
で
あ
る
。（
＋
） 
・
両
親
が
熱
心
で
あ
る
た
め
、
子
ど
も
に
対
す
る
期
待
が
伺
え
る
。（
＋
） 
・
気
に
な
る
こ
と
は
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
、
集
中
力
は
あ
る
と
思
う
。（
＋
）
3
・
ほ
つ
れ
た
糸
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
作
業
を
遊
び
感
覚
で
や
っ
て
い
た
だ
く
。（
個
）
1
0
1
・
両
親
が
熱
心
で
あ
る
こ
と
。（
環
） 
・
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
個
） 
・
電
車
の
名
前
、
駅
名
な
ど
の
記
憶
力
が
す
ば
ら
し
い
。
（
個
） 
・
実
習
や
面
接
を
経
て
事
業
所
に
通
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
（
個
）
3
1
4
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7
・
Aさ
ん
に
と
っ
て
両
親
か
ら
の
サ
ポ
トー
が
す
ご
く
安
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
っ
た
。（
＋
） 
・
作
業
の
拒
否
が
何
度
か
あ
り
、
大
き
な
声
ま
で
出
さ
せ
て
し
ま
っ
て
相
当
な
パ
ニ
ッ
ク
状
態
だ
っ
た
の
か
な
と
思
う
と
苦
し
く
思
う
。 
・
ま
ず
は
、
他
の
利
用
者
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
A
さ
ん
個
人
が
ど
う
す
れ
ば
静
か
に
冷
静
に
作
業
に
集
中
で
き
る
の
か
考
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
1
・
Aさ
ん
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
と
感
じ
た
。 
・
支
援
員
の
人
が
も
っ
と
Aさ
ん
の
性
格
を
生
か
し
た
仕
事
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。 
・
ま
た
、
面
接
時
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
か
な
い
か
、
あ
る
な
ら
ど
ん
な
こ
だ
わ
り
か
、
ど
ん
な
こ
と
が
苦
手
か
聞
か
な
か
っ
た
の
か
と
思
っ
た
。 
・
事
業
所
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
は（
？
）と
考
え
て
い
る
の
に
、
Aさ
ん
を
個
室
で
支
援
し
た
り
、
仕
事
を
さ
せ
て
あ
げ
た
り
の
方
法
は
と
ら
な
い
の
か
な
と
思
っ
た
。 
・
実
習
の
時
に
、
も
っ
と
調
査
し
な
か
っ
た
の
か
が
気
に
な
っ
た
。
0
未
記
入
0
0
0
・
何
度
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
状
態
に
な
り
な
が
ら
も
、
事
業
所
へ
通
っ
て
い
る
。（
個
） 
・
両
親
か
ら
の
サ
ポ
トー
が
あ
る
。（
環
） 
・
電
車
が
大
好
き
で
あ
る
こ
と（
趣
味
が
あ
る
）。
（
個
）
2
1
3
8
・
蛇
口
の
開
け
閉
め
を
繰
り
返
し
た
り
、
大
き
な
声
を
出
し
た
り
、
ほ
つ
れ
た
糸
が
気
に
な
っ
た
り
、
大
声
で
話
し
て
し
ま
う
点
か
ら
、
自
閉
症
の
特
徴
が
多
く
出
て
い
る
と
思
っ
た
。 
・
最
初
は
作
業
を
依
頼
す
る
こ
と
よ
り
、
そ
の
場
所
に
な
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
た
。
0
・
私
は
こ
の
事
例
を
読
み
、
就
労
支
援
事
業
所
ま
で
の
両
親
の
サ
ポ
トー
が
厚
い
の
に
、
事
業
所
に
入
っ
て
か
ら
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な
い
点
に
気
づ
い
た
。 
・
戸
惑
っ
て
い
て
、
最
初
は
ま
だ
で
き
な
い
作
業
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
れ
を
見
極
め
る
べ
き
だ
と
感
じ
た
。
0
・
水
道
の
蛇
口
を
開
け
て
は
閉
じ
て
を
繰
り
返
す
こ
と
か
ら
、
ス
イ
ッ
チ
の
組
立
作
業
を
繰
り
返
す
こ
と
は
、
慣
れ
た
ら
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
唯
一
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
。
（
個
）
1
0
1
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
が
あ
る
。（
環
） 
・
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
作
業
が
あ
る
。（
環
） 
・
そ
れ
を
お
願
い
さ
れ
る
点
。（
個
） 
・
慣
れ
れ
ば
同
じ
作
業
に
集
中
で
き
る
。（
個
）
2
2
4
9
・
ほ
つ
れ
た
糸
が
気
に
な
る
こ
と
だ
っ
た
り
、
細
か
い
と
こ
ろ
に
目
が
行
く
の
で
あ
れ
ば
、
細
か
く
て
見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
な
と
こ
ろ
を
直
す
よ
う
に
お
願
い
す
れ
ば
よ
い
と
思
っ
た
。
0
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
が
あ
り
良
い
と
思
っ
た
。（
＋
） 
・し
か
し
、
は
じ
め
他
の
場
所
で
戸
惑
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
サ
ポ
トー
で
き
た
ら
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。 
1
未
記
入
0
0
0
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
。（
環
） 
・
事
業
所
の
人
が
失
敗
し
て
も
ま
た
作
業
を
お
願
い
し
て
く
れ
る
。（
環
） 
・
実
習
や
面
接
を
し
て
く
れ
る
場
所
が
あ
っ
た
。（
環
） 
・
努
力
し
て
就
労
継
続
支
援
B型
事
業
所
に
通
う
こ
と
が
で
き
た
。（
個
）
1
3
4
10
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
が
あ
っ
た
か
ら
事
業
所
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
＋
） 
・
頼
ん
だ
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
仕
方
が
な
い
と
思
う
。 
・
サ
ポ
トー
が
な
い
と
で
き
な
い
か
ら
誰
か
サ
ポ
トー
を
つ
け
る
な
ど
工
夫
が
必
要
。
1
・
落
ち
着
き
が
な
い
と
こ
ろ
を
直
し
、
安
心
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
か
ら
作
業
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
良
い
と
思
っ
た
。 
・
安
心
で
き
れ
ば
、
時
間
は
か
か
る
と
思
う
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
し
、
他
の
利
用
者
と
も
う
ま
く
付
き
合
え
る
よ
う
に
な
る
と
思
っ
た
。
0
未
記
入
0
0
0
・
両
親
が
熱
心
な
と
こ
ろ
。（
環
） 
・
そ
れ
に
答
え
よ
う
と
実
習
や
面
接
を
受
け
た
Aさ
ん
の
行
動
力
。（
個
）
1
1
2
11
・
Aさ
ん
は
、
両
親
が
近
く
に
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
初
め
て
の
場
所
で
作
業
し
て
い
く
こ
と
に
少
し
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。 
・
事
業
所
自
体
が
、
Aさ
ん
に
あ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
0
・
Aさ
ん
は
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
に
よ
り
事
業
所
に
通
う
こ
と
と
な
っ
た
。（
＋
） 
・
ひ
と
り
で
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
や
、
何
を々
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
る
こ
と
が
、
苦
手
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
1
・
初
め
て
の
場
所
。 
・
依
頼
を
さ
れ
る
。 
(何
か
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
)
0
0
0
・
両
親
が
熱
心
に
サ
ポ
トー
し
て
く
れ
る
。（
環
） 
・
細
か
い
と
こ
ろ
に
気
が
つ
く
。（
個
）
1
1
2
12
・
Aさ
ん
に
対
し
て
戸
惑
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
率
直
な
感
想
。 
・
決
し
て
差
別
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ど
う
関
わ
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
実
際
の
現
場
で
は
迷
う
。
0
・
Aさ
ん
は
初
め
て
の
場
所
で
、
な
れ
な
い
作
業
を
す
る
こ
と
に
戸
惑
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。 
・
そ
の
よ
う
な
中
、
少
し
で
も
自
分
を
落
ち
着
け
よ
う
と
水
道
の
蛇
口
の
開
け
閉
め
を
し
た
り
、
大
き
な
声
で
話
し
た
の
だ
と
思
っ
た
。 
・
そ
の
た
め
、
今
い
る
場
所
で
は
ど
ん
な
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
時
間
を
か
け
て
で
も
教
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
0
・
Aさ
ん
は
初
め
て
の
場
所
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
慣
れ
さ
せ
て
い
く
の
か
も
重
要
だ
と
思
う
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
が
あ
る
。（
環
） 
・
興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
集
中
力
が
あ
る
。（
個
） 
・
実
習
や
面
接
は
経
験
が
あ
る
。（
個
）
2
1
3
13
・
知
的
障
害
と
自
閉
症
を
同
時
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
人
が
、
事
業
所
で
働
く
こ
と
は
難
し
い
。 
・
Aさ
ん
に
は
、
悪
い
が
、
他
の
利
用
者
に
迷
惑
が
か
か
る
よ
う
で
は
、
こ
こ
で
働
き
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
。 
・
Aさ
ん
に
あ
っ
た
仕
事
場
を
も
う
一
度
検
討
し
た
ほ
う
が
良
い
。
0
・
自
閉
症
が
あ
る
と
、
両
親
の
サ
ポ
トー
が
あ
っ
て
も
し
っ
か
り
働
く
こ
と
が
難
し
い
。 
・
支
援
員
と
も
相
談
し
、
Aさ
ん
に
あ
っ
た
仕
事
が
他
に
あ
る
な
ら
そ
ち
ら
を
や
ら
せ
て
み
る
の
も
良
い
と
思
う
。
0
未
記
入
0
0
0
・
戸
惑
い
は
あ
る
が
、
事
業
所
に
通
お
う
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
。（
個
） 
・
細
か
い
部
分
を
気
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。（
個
）
2
0
2
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14
・
Aさ
ん
の
戸
惑
う
気
持
ち
の
整
理
を
解
決
し
な
い
限
り
、
作
業
に
集
中
す
る
こ
と
や
他
の
利
用
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
0
・
初
め
て
の
場
所
は
、
誰
で
も
不
安
な
た
め
、
落
ち
着
け
な
い
の
は
仕
方
が
な
い
と
思
う
。 
・
ど
の
よ
う
に
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
か
、
面
接
や
実
習
で
支
援
員
の
人
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
実
習
の
段
階
で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
対
応
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
0
未
記
入
0
0
0
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
。（
環
） 
・
細
か
い
と
こ
ろ
に
目
が
行
く
。（
個
） 
・
気
に
な
っ
た
こ
と
は
集
中
が
続
く
。（
個
）
2
1
3
15
・
初
め
て
の
場
所
に
よ
り
落
ち
着
き
が
な
い
上
に
、
身
近
な
親
し
い
人
は
い
な
か
っ
た
の
か
。
身
近
な
人
の
写
真
な
ど
が
あ
れ
ば
、
多
少
落
ち
着
け
る
の
で
は
な
い
か
。
0
・
Aさ
ん
が
初
め
て
の
場
所
に
よ
り
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
、
も
う
少
し
考
慮
す
べ
き
だ
と
思
う
。 
・
ま
た
、
そ
の
せ
い
で
落
ち
着
き
が
な
く
他
の
利
用
者
か
ら
苦
情
が
来
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
た
ち
を
含
め
一
度
話
し
合
い
や
個
別
に
面
談
を
し
た
ら
ど
う
か
。
0
・
初
め
て
の
場
所
に
戸
惑
っ
て
お
り
、
自
身
の
し
た
い
よ
う
に
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
。（
環
） 
・
細
か
い
部
分
を
見
れ
る
。（
個
） 
・
手
を
抜
か
ず
一
生
懸
命
作
業
で
き
る
。（
個
）
2
1
3
16
・
指
示
だ
け
で
な
く
一
緒
に
作
業
を
す
る
な
ど
の
サ
ポ
トー
を
し
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
。
0
・
私
も
自
閉
症
の
人
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
な
か
な
か
難
し
い
。
自
閉
症
の
人
へ
の
理
解
が
必
要
だ
。
0
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
。（
環
） 
・
好
き
な
も
の
を
覚
え
る
力
が
あ
る
。（
個
）
1
1
2
・
両
親
の
サ
ポ
トー
。（
環
） 
・
動
き
回
る
元
気
が
あ
る
。（
個
） 
・
特
定
の
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
は
可
能
。（
個
） 
・
働
け
る
場
を
見
つ
け
て
い
る
。（
環
）
2
2
4
17
・
支
援
員
が
初
め
て
の
場
所
で
も
戸
惑
わ
な
い
よ
う
に
、
最
初
は
作
業
す
る
よ
り
そ
の
場
に
な
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
Aさ
ん
が
や
り
や
す
い
作
業
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
た
。
0
・
支
援
員
が
も
っ
と
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
場
所
に
慣
れ
る
よ
う
に
す
る
と
か
。
0
未
記
入
0
0
0
・
何
か
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
個
） 
・
事
業
所
に
通
っ
て
い
る
。（
環
） 
・
両
親
が
熱
心
。（
環
）
2
1
3
18
・
両
親
が
熱
心
に
サ
ポ
トー
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
（
＋
） 
・
し
か
し
、
Aさ
ん
が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
、
疑
問
に
思
う
。 
・
他
の
利
用
者
さ
ん
か
ら
苦
情
も
き
て
い
る
の
で
新
し
い
事
業
所
を
探
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。
1
・
Aさ
ん
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
た
。 
・
や
り
た
い
こ
と
を
や
ら
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
う
し
、
Aさ
ん
に
あ
っ
た
就
労
先
を
見
つ
け
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。
0
・
両
親
。（
環
） 
・
就
労
継
続
支
援
B型
事
業
所
。（
個
）
1
1
2
・
特
別
支
援
学
校
を
卒
業
し
た
。（
個
） 
・
サ
ポ
トー
を
受
け
な
が
ら
も
実
習
や
面
接
を
し
て
き
た
。
（
個
） 
・
就
労
継
続
支
援
B型
事
業
所
に
通
っ
て
い
る
。（
環
） 
・
ひ
と
つ
の
こ
と
に
集
中
で
き
る
。（
個
） 
・
好
き
な
も
の
が
あ
る
。（
個
） 
・
電
車
の
名
前
や
駅
名
を
覚
え
ら
れ
る
。（
個
） 
・
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
興
味
を
持
て
る
。
5
1
6
19
・
Aさ
ん
は
ま
だ
初
め
て
の
場
所
で
緊
張
し
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
少
し
慣
れ
る
ま
で
作
業
を
し
て
い
る
間
は
隣
に
安
心
で
き
る
人
が
い
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
た
。
0
・
初
め
て
の
場
所
な
の
で
落
ち
着
き
が
な
い
の
は
仕
方
が
な
い
。
0
・
Aさ
ん
が
就
労
継
続
支
援
B型
事
業
所
に
通
う
。（
環
）
0
1
1
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
が
あ
る
。（
環
） 
・
実
習
や
面
接
を
こ
な
せ
た
。（
個
） 
・
ほ
つ
れ
た
糸
を
切
る
な
ど
几
帳
面
な
一
面
が
あ
る
。（
個
） 
・
電
車
や
駅
な
ど
好
き
な
も
の
が
あ
る
。（
個
） 
・
特
別
支
援
学
校
を
卒
業
し
た
。（
個
） 
・
大
き
な
声
を
出
し
て
走
る
元
気
が
あ
る
。（
個
）
5
1
6
20
・
就
労
継
続
支
援
B型
事
業
所
に
通
う
こ
と
で
、
両
親
や
Aさ
ん
の
周
り
の
人
が
安
心
し
き
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
サ
ポ
トー
も
大
切
だ
と
思
う
。 
・
初
め
て
の
場
所
で
戸
惑
っ
て
い
る
な
ら
ば
落
ち
着
か
せ
る
べ
き
。 
・
ま
ず
、
仕
事
を
さ
せ
る
よ
り
そ
の
場
に
と
ど
ま
る（
？
）と
い
う
こ
と
が
彼
の
大
き
な
一
歩
に
な
る
と
思
っ
た
。
0
・
就
職
す
る
こ
と
を
優
先
し
て
い
て
も
っ
と
他
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
職
員
の
人
の
理
解
が
な
い
。
0
未
記
入
0
0
0
・
両
親
が
熱
心
に
サ
ポ
トー
し
て
く
れ
た
。（
環
） 
・
事
業
所
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。（
環
）
0
2
2
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21
・
事
業
所
を
辞
め
た
り
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。 
・
実
習
や
面
接
を
経
て
就
職
し
て
い
る
以
上
、
事
業
所
で
も
う
少
し
Aさ
ん
に
目
を
向
け
何
が
原
因
に
な
り
暴
れ
る
の
か
を
考
え
る
と
良
い
と
思
っ
た
。
0
・
両
親
が
と
て
も
よ
く
サ
ポ
トー
し
て
い
る
。
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。（
＋
） 
・
集
中
力
が
あ
る
人
だ
と
思
う
。（
＋
）
2
・
他
の
利
用
者
よ
り
苦
情
が
来
て
い
る
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
特
別
支
援
学
校
を
卒
業
で
き
た
。（
個
） 
・
両
親
が
し
っ
か
り
サ
ポ
トー
し
て
い
る
。（
環
） 
・
自
分
の
し
た
い
こ
と
戸
惑
い
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。（
個
） 
・
ほ
つ
れ
た
糸
な
ど
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
考
え
が
行
き
届
く
。
（
個
） 
・
集
中
力
が
あ
る
。（
個
） 
・
大
好
き
な
電
車
が
あ
る
。（
個
） 
・
人
を
傷
つ
け
た
り
は
し
て
い
な
い
。（
個
）
6
1
7
22
・
慣
れ
な
い
場
所
に
戸
惑
い
、
軽
く
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
。 
・
一
人
で
落
ち
着
け
る
空
間
を
用
意
し
て
あ
げ
る
と
良
い
と
思
う
。
0
・
新
し
い
環
境
に
な
れ
ず
戸
惑
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。
注
意
さ
れ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
。
0
・
作
業
を
お
願
い
す
る
の
で
は
な
く
、
Aさ
ん
が
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
が
あ
る
。（
環
） 
・
好
き
な
こ
と
に
対
し
て
の
記
憶
力
が
良
い
。（
個
） 
・
細
か
い
作
業
に
集
中
し
て
い
る
。（
個
） 
・
就
労
継
続
支
援
B型
事
業
所
に
通
っ
て
い
る
。（
環
） 
・
走
っ
て
逃
げ
る
体
力
が
あ
る
。（
個
）
3
2
5
23
・
依
頼
さ
れ
た
作
業
を
拒
否
し
た
り
、
蛇
口
を
開
け
て
水
遊
び
を
し
た
り
と
非
常
に
大
変
な
こ
と
だ
と
思
う
。 
・
ま
た
、
大
き
な
声
で
話
し
て
し
ま
い
、
他
の
利
用
者
か
ら
苦
情
が
来
て
い
る
こ
と
も
困
っ
た
も
の
だ
と
思
う
。
0
・
わ
が
ま
ま
。 
・
支
援
員
が
大
変
。 
・
両
親
が
熱
心
に
サ
ポ
トー
し
て
い
る
の
で
す
ば
ら
し
い
。
（
＋
） 
・
水
遊
び
が
楽
し
そ
う
。（
＋
） 
・
元
気
。（
＋
）
3
・
水
遊
び
を
や
め
な
さ
い
と
注
意
す
る
と
大
き
な
声
を
出
す
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
就
労
継
続
支
援
B型
事
業
所
に
通
っ
て
い
る
。（
環
） 
・
熱
心
に
サ
ポ
トー
し
て
く
れ
る
両
親
が
い
る
。（
環
） 
・
手
先
が
器
用
。（
個
） 
・
自
分
の
意
思
を
強
く
主
張
で
き
る
。（
個
） 
・
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
個
） 
・
大
き
な
声
を
出
せ
る
。（
個
） 
・
好
き
な
も
の
が
あ
る（
電
車
、
駅
）。
（
個
） 
・
元
気
。（
個
）
6
2
8
24
・
支
援
員
が
も
っ
と
優
し
く
接
し
て
あ
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
。 
・
戸
惑
っ
て
落
ち
着
き
が
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
の
な
ら
、
話
し
か
け
た
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
た
。 
・
初
め
て
来
て
い
き
な
り
ス
イ
ッ
チ
の
組
立
作
業
を
依
頼
す
る
の
で
は
な
く
、
支
援
員
が
や
り
方
を
教
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
0
・
Aさ
ん
は
、
事
業
所
と
い
う
初
め
て
の
場
所
だ
か
ら
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
こ
の
よ
う
な
行
動
し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。 
・
作
業
を
依
頼
す
る
の
で
は
な
く
、
教
え
な
が
ら
一
緒
に
取
り
組
ん
だ
ら
う
ま
く
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
0
未
記
入
0
0
0
・
電
車
が
大
好
き
。（
個
） 
・
話
が
で
き
る
。（
個
） 
・
就
労
継
続
支
援
B型
事
業
所
に
通
っ
て
い
る
。（
環
） 
・
1
つ
の
こ
と
に
集
中
で
き
る
。（
個
）
3
1
4
25
・
い
け
な
い
こ
と
だ
け
で
縛
ら
れ
て
い
る
状
態
で
、
本
人
の
気
苦
労
な
ど
た
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。 
・
そ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
0
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
が
あ
る
こ
と
が
良
か
っ
た
。（
＋
） 
・
初
め
て
の
場
所
に
慣
れ
る
よ
う
な
工
夫
や
他
の
こ
と
が
気
に
な
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。 
・
他
の
利
用
者
へ
の
配
慮
が
必
要
だ
と
思
う
。
1
未
記
入
0
0
0
・
Aさ
ん
は
慣
れ
な
い
場
所
に
も
か
か
わ
ら
ず
通
い
続
け
て
い
る
。（
個
） 
・
作
業
は
進
ま
な
く
て
も
少
し
の
間
で
も
作
業
し
て
い
る
。
（
個
） 
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
が
あ
る
。（
環
）
2
1
3
26
・
実
習
で
訪
れ
て
い
た
が
、
職
員
の
方
も
ど
の
程
度
の
こ
と
が
で
き
、
ど
の
よ
う
な
環
境
な
ら
無
理
な
く
働
け
る
の
か
把
握
で
き
て
い
な
い
の
だ
と
思
っ
た
。
0
・
就
労
継
続
支
援
B型
事
業
所
に
通
え
る
が
、
初
め
て
の
場
所
、
仕
事
に
対
し
て
慣
れ
て
い
な
い
の
で
就
労
前
の
支
援
が
何
か
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
思
う
。 
・
作
業
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
作
業
に
対
す
る
興
味
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
も
て
る
の
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
0
・
知
的
障
害
 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
両
親
の
サ
ポ
トー
が
あ
る
。（
環
） 
・
就
労
が
で
き
る
。（
個
） 
・
気
に
な
る
こ
と
へ
の
集
中
が
で
き
る
。（
個
） 
・
作
業
が
で
き
る
。（
個
） 
・
電
車
や
駅
名
を
覚
え
ら
れ
る
。（
個
） 
・
好
き
な
こ
と
が
あ
る
。（
個
）
5
1
6
27
・
落
ち
着
き
が
な
い
こ
と
と
慣
れ
な
い
事
業
所
で
の
戸
惑
い
に
よ
り
、
他
の
利
用
者
へ
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
・
誰
か
が
サ
ポ
トー
に
つ
い
て
あ
げ
た
り
、
も
う
少
し
簡
易
な
作
業
へ
の
切
り
替
え
が
可
能
な
の
で
あ
れ
ば
そ
う
し
た
ほ
う
が
い
い
思
う
。
0
・
Aさ
ん
が
環
境
の
変
化
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
落
ち
着
き
が
な
い
。 
・
し
か
し
、
1
つ
の
物
事
へ
の
集
中
力
が
す
ご
い
。（
＋
） 
・
環
境
へ
慣
れ
さ
せ
る
た
め
の
時
間
が
、
本
人
に
と
っ
て
大
切
だ
と
感
じ
た
。 
・
環
境
を
し
っ
か
り
整
え
る
べ
き
。
丁
寧
に
説
明
を
す
る
。
1
・
初
め
て
の
場
所
に
戸
惑
い
落
ち
着
き
が
な
い
。 
・
大
き
な
声
を
出
す
。 
・
依
頼
し
た
こ
と
を
拒
否
し
違
う
こ
と
に
走
る
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
両
親
の
熱
心
な
サ
ポ
トー
が
あ
る
。（
環
） 
・
事
業
所
に
通
う
こ
と
が
可
能
。（
環
） 
・
集
中
力
が
あ
る
。（
個
） 
・
好
き
な
も
の
が
あ
る
。（
個
）
2
2
4
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28
・
Aさ
ん
は
、
お
そ
ら
く
初
め
て
の
場
所
で
精
神
的
に
も
若
干
不
安
定
な
部
分
が
あ
る
と
思
っ
た
。 
・
水
遊
び
は
、
心
を
落
ち
着
け
る
た
め
の
行
動
だ
と
思
わ
れ
る
。 
・
タ
オ
ル
を
た
た
む
こ
と
よ
り
も
、
ほ
つ
れ
た
糸
を
は
さ
み
で
切
る
こ
と
ば
か
り
に
集
中
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
Aさ
ん
に
は
ほ
つ
れ
た
糸
を
は
さ
み
で
切
る
仕
事
を
一
任
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
っ
た
。
0
・
Aさ
ん
に
は
タ
オ
ル
た
た
み
作
業
と
い
う
よ
り
も
、
糸
を
は
さ
み
で
切
る
作
業
を
行
わ
せ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 
・
Aさ
ん
が
、
事
業
所
に
慣
れ
る
よ
う
工
夫
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
0
未
記
入
0
0
0
・
事
業
所
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
。（
環
） 
・
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
個
） 
・
大
き
な
声
で
話
せ
る
。（
個
） 
・
糸
を
は
さ
み
で
切
る
こ
と
が
で
き
る
。（
個
） 
・
大
好
き
な
電
車
の
名
前
や
駅
名
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
個
）
4
1
5
29
・
両
親
が
熱
心
に
サ
ポ
トー
し
す
ぎ
た
た
め
に
、
Aさ
ん
が
本
当
に
就
労
継
続
支
援
B型
事
業
所
に
適
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。 
・
戸
惑
い
が
あ
っ
た
り
し
た
ら
、
個
別
に
作
業
を
行
わ
せ
た
り
す
る
な
ど
の
、
配
慮
を
し
た
り
、
他
の
利
用
者
へ
の
配
慮
も
大
切
だ
と
思
っ
た
。 
・
Aさ
ん
が
し
や
す
い
よ
う
な
作
業
を
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
の
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
0
・
初
め
て
の
場
所
で
戸
惑
っ
て
い
る
の
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
依
頼
を
し
す
ぎ
て
い
る
と
思
っ
た
。 
・
他
の
利
用
者
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。
周
囲
が
も
う
少
し
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
0
・
Aさ
ん
に
あ
っ
た
作
業
を
さ
せ
て
い
く
。 
・
初
め
て
の
こ
と
で
戸
惑
う
な
ら
環
境
づ
くり
か
ら
整
え
て
い
く
。 
（
解
決
方
法
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
大
好
き
な
電
車
、
駅
名
を
覚
え
て
い
る
。（
個
） 
・
両
親
が
熱
心
に
サ
ポ
トー
し
て
く
れ
る
。（
環
） 
・
好
奇
心
旺
盛
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。（
個
） 
・
何
か
に
対
し
て
の
こ
だ
わ
り
を
強
く
も
っ
て
い
る
。（
個
）
3
1
4
合 計
5
14
7
5
12
73
38
11
1
N
o
事
例
２
の
率
直
な
感
想（
1
回
目
）
事
例
２
の
率
直
な
感
想（
2
回
目
）
事
例
２
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス（
1
回
目
）
個 人
環 境
合 計
事
例
２
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス（
2
回
目
）
個 人
環 境
合 計
1
・
次
男
も
も
っ
と
協
力
す
べ
き
。 
・「
必
要
な
い
」と
拒
否
し
て
い
て
も
近
所
の
人
か
ら
虐
待
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
な
ら
、
し
っ
か
り
調
査
を
し
て
そ
の
長
男
の
こ
と
も
助
け
る
必
要
が
あ
る
。 
・
母
親
だ
け
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
は
思
わ
な
い
で
、
長
男
が
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
な
ら
、
そ
の
サ
ポ
トー
も
必
要
だ
と
思
う
。
0
・
母
親
の
世
話
を
ま
と
も
に
せ
ず
、
パ
チ
ン
コ
ば
か
り
や
っ
て
い
て
、
家
に
は
帰
ら
な
い
の
は
今
ま
で
育
て
て
も
ら
っ
た
母
親
に
す
る
態
度
で
は
な
い
。 
・
認
知
症
の
母
親
に
大
声
で
怒
鳴
っ
た
り
、
も
の
を
投
げ
た
り
し
て
い
て
、
近
所
の
人
か
ら
虐
待
だ
と
い
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。 
・
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
サ
ビー
ス
を
勧
め
ら
れ
た
な
ら
お
願
い
す
れ
ば
良
い
と
思
っ
た
。
そ
れ
を
断
る
な
ら
し
っ
か
り
お
世
話
を
す
べ
き
。
0
未
記
入
0
0
0
・
枕
元
に
菓
子
パ
ン
や
ペ
ット
ボ
ト
ル
を
置
い
て
い
る
か
ら
、
一
応
気
に
し
て
い
る
。（
個
） 
・
親
の
た
め
に
会
社
を
辞
め
介
護
を
し
よ
う
と
し
た
。（
個
）
2
0
2
2
・
こ
の
ま
ま
長
男
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
ら
、
母
親
が
精
神
的
、
肉
体
的
に
辛
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 
・
し
か
し
、
次
男
は
妻
の
両
親
と
同
居
し
て
い
る
し
、
子
ど
も
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
サ
ポ
トー
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
っ
た
。
0
・な
ん
と
か
母
親
に
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ビー
ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
も
ら
い
、
家
の
外
で
過
ご
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 
・
そ
う
す
れ
ば
、
長
男
が
感
じ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
た
り
、
再
び
働
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
し
、
母
親
も
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
0
・
近
所
の
人
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
の
で
、
地
域
の
力
を
利
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 
（
解
決
方
法
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
回
数
は
少
な
い
が
、
次
男
の
協
力
が
あ
る
。（
環
） 
・
ま
っ
た
く
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
る
わ
け
で
は
な
い
。（
個
） 
・
母
親
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
る
や
さ
し
さ
と
行
動
力
が
あ
る
。（
個
） 
・
週
末
は
パ
チ
ン
コ
に
行
か
ず
、
家
に
い
る
。（
個
） 
・
夜
ま
で
遊
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。（
個
）
4
1
5
3
・
実
際
、
自
分
も
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
ら
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
な
ん
と
も
い
え
な
い
。 
・
長
男
は
知
識
が
な
い
か
ら
ど
の
よ
う
に
接
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
ず
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
の
だ
と
思
う
。 
・
長
男
が
悪
い
で
は
な
く
、
長
男
の
こ
と
も
助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
う
。（
＋
）
1
・
嫌
気
が
さ
す
の
は
わ
か
る
が
、
育
て
て
く
れ
た
人
に
対
す
る
態
度
で
は
な
い
。 
・
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
の
話
に
、
耳
を
傾
け
て
必
要
な
も
の
は
取
り
入
れ
る
。 
・
も
し
お
金
に
問
題
が
あ
る
の
な
ら
パ
チ
ン
コ
を
や
め
る
。 
・
自
分
の
身
を
削
っ
て
子
育
て
を
し
て
く
れ
た
母
親
に
対
す
る
親
孝
行
は
必
要
だ
と
思
う
。 
・
次
男
も
も
っ
と
協
力
的
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。 
・
年
に
数
回
し
か
顔
を
出
さ
な
い
の
を
、
子
ど
も
の
障
害
の
せ
い
に
し
て
ほ
し
く
な
い
。
0
未
記
入
0
0
0
・
20
年
勤
務
し
た
。（
個
） 
・
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
の
存
在
。（
環
）
1
1
2
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4
・
長
男
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
カー
ー
が
相
談
す
べ
き
だ
と
思
う
。 
・
拒
否
し
て
い
る
の
な
ら
、
次
男
か
ら
理
解
し
て
も
ら
い
、
長
男
に
伝
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。 
・
長
男
に
介
護
保
険
の
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
た
。 
・
担
当
の
人
た
ち
で
情
報
を
共
有
す
る
。
0
・
長
男
は
母
親
を
介
護
す
る
た
め
に
、
会
社
を
辞
め
て
ま
で
介
護
を
し
て
い
た
が
、
孤
立
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
。 
・
そ
の
た
め
、
悩
み
を
周
り
に
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
人
で
母
親
を
支
え
て
い
る
。 
・
だ
か
ら
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
パ
チ
ン
コ
な
ど
発
散
し
に
い
っ
た
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
は
、
長
男
の
せ
い
で
は
な
く
環
境
が
問
題
だ
と
思
う
。
0
・
長
男
が
介
護
で
き
る
状
態
。（
個
） 
・
近
所
の
人
が
心
配
し
て
い
る
。（
環
） 
・
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る（
要
介
護
２
）。
（
環
） 
・
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
と
ヘ
ル
パ
ー
が
い
る
。（
環
） 
・
次
男
が
年
に
数
回
実
家
に
顔
を
出
せ
る
。（
環
）
1
4
5
・
次
男
が
い
る
。（
環
） 
・
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
が
い
る
。（
環
） 
・
長
男
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
で
話
し
を
し
て
い
る
。（
環
） 
・
近
所
の
人
が
心
配
し
て
い
る
。（
環
） 
・
食
事
な
ど
生
活
が
で
き
て
い
る
。（
個
） 
・
車
椅
子
は
レ
ン
タ
ル
し
て
い
る
。（
環
） 
・
長
男
は
以
前
会
社
に
20
年
勤
務
。（
個
）
2
5
7
5
・「
虐
待
で
は
な
い
か
」と
電
話
が
あ
っ
た
以
上
、
何
も
な
い
と
い
う
の
は
考
え
に
く
い
か
ら
調
査
を
す
べ
き
。 
・
長
男
だ
け
に
任
せ
て
い
る
の
は
、
負
担
だ
と
思
う
か
ら
、
次
男
も
協
力
す
べ
き
。
0
・
い
く
ら
な
ん
で
も
枕
元
に
菓
子
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
を
置
い
て
い
く
こ
と
は
、
ひ
ど
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 
・
そ
し
て
、
自
分
が
辛
か
っ
た
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
や
ヘ
ル
パ
ー
に
力
を
借
り
て
も
良
い
と
思
っ
た
。 
・
虐
待
な
ど
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
い
る
け
ど
、
長
男
も
一
人
で
母
親
の
介
護
を
し
て
、
大
変
だ
と
思
っ
た
。
0
未
記
入
0
0
0
・
20
年
勤
務
で
き
る
力
。（
個
） 
・
必
要
な
い
と
い
う
発
言
で
、
自
分
が
介
護
し
て
い
く
と
い
う
意
思
。（
個
） 
・
次
男
の
存
在
。（
環
） 
2
1
3
6
・
い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
重
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。 
・
た
だ
長
男
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
っ
と
考
え
れ
ば
、
施
設
に
入
居
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
は
あ
る
と
思
う
。
0
・
長
男
が
48
歳
と
い
う
歳
で
働
か
ず
パ
チ
ン
コ
を
し
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
耐
え
切
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
思
う
。
一
人
だ
け
の
介
護
は
辛
い
。 
・
ま
た
、
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
だ
け
は
置
い
て
お
く
優
し
さ
と
い
う
か
最
低
限
は
な
ん
と
か
な
っ
て
い
る
。（
＋
）
1
・
長
男
は
ま
だ
48
歳
と
い
う
こ
と
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
母
親
を
一
人
に
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
手
段
を
う
ま
く
使
い
、
次
男
に
も
協
力
し
て
も
ら
う
。（
解
決
方
法
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
母
親
は
一
人
で
は
な
い
。（
環
） 
・
長
男
が
会
社
を
辞
め
て
ま
で
母
の
介
護
を
や
ろ
う
と
し
た
。
（
個
） 
・
菓
子
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
は
置
い
て
あ
る
。（
個
） 
・
介
護
保
険
を
ま
っ
た
く
使
っ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
（
環
）
2
2
4
7
・
地
域
か
ら
の
サ
ポ
トー
が
、
必
要
な
家
庭
な
の
だ
と
思
っ
た
。 
・
も
し
長
男
が
必
要
な
い
と
言
い
張
る
な
ら
、
別
の
方
法
で
介
入
し
て
い
っ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 
・
ま
ず
は
、
長
男
の
精
神
状
態
を
確
認
す
べ
き
。
そ
こ
か
ら
母
の
介
護
の
話
を
進
め
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
0
・
長
男
へ
の
負
担
が
大
き
い
と
思
っ
た
。
確
か
に
認
知
症
を
持
つ
母
親
へ
の
支
援
も
必
要
だ
が
、
も
っ
と
長
男
に
対
す
る
サ
ポ
トー
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
。 
・
必
要
な
い
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
、
頼
り
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
含
ま
れ
て
い
そ
う
。 
・
近
所
か
ら
の
サ
ポ
トー
は
な
い
の
か
と
思
う
。
0
未
記
入
0
0
0
・
少
な
か
ら
ず
菓
子
パ
ン
と
飲
み
物
を
置
い
て
い
る
。（
個
） 
・
車
椅
子
を
レ
ン
タ
ル
し
て
い
る
。（
環
） 
・
母
へ
の
気
遣
い
が
あ
る
。（
個
） 
・
同
居
し
て
い
る
。（
環
） 
・
年
に
数
回
だ
が
、
弟
が
来
る
。（
環
） 
・
仕
事
を
辞
め
て
介
護
を
始
め
た
。（
個
）
3
3
6
8
・
菓
子
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
を
置
い
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
母
親
の
介
護
を
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
長
男
の
介
護
負
担
が
重
い
こ
と
は
確
か
。 
・
し
か
し
、
サ
ビー
ス
を
拒
否
し
、
怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
虐
待
に
つ
な
が
り
や
す
い
と
思
う
の
で
、
早
急
に
サ
ビー
ス
を
導
入
さ
せ
る
べ
き
。 
・
次
男
も
も
う
少
し
対
策
を
考
え
る
の
に
参
加
す
べ
き
。
0
・
長
男
は
一
人
で
よ
く
が
ん
ば
っ
た
と
感
じ
た
。（
＋
） 
・
し
か
し
、
も
う
少
し
早
く
介
護
保
険
の
仕
組
み
を
知
っ
て
い
れ
ば
楽
に
生
活
が
で
き
、
パ
チ
ン
コ
に
も
走
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。 
・
な
ぜ
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
サ
ビー
ス
導
入
を
拒
否
す
る
の
か
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
カー
ー
の
腕
の
見
せ
所
だ
と
思
う
。 
・
次
男
の
協
力
は
、
や
は
り
必
要
で
も
う
少
し
関
与
す
べ
き
だ
と
思
う
。
1
・
近
所
の
人
か
ら
支
援
セ
ン
ター
に
連
絡
が
あ
り
、
ケ
ア
マ
ネ
と
ヘ
ル
パ
ー
が
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
。
（
環
） 
0
1
1
・
近
所
の
住
民
が
虐
待
で
は
な
い
か
と
疑
う
こ
と
が
で
き
た
点
。（
環
） 
・
長
男
は
介
護
の
た
め
に
20
年
間
勤
務
し
た
仕
事
を
辞
め
た
。（
個
） 
・
枕
元
に
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
を
用
意
し
て
い
る
。（
個
） 
・
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。（
環
） 
・
次
男
は
完
全
に
関
与
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。（
環
）
2
3
5
9
・
次
男
の
子
ど
も
に
障
害
が
あ
る
の
で
、
次
男
の
妻
は
子
ど
も
の
め
ん
ど
う
を
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 
・
長
男
も
介
護
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
上
、
会
社
を
辞
め
て
し
ま
い
お
金
の
面
で
の
心
配
も
あ
る
か
ら
、
サ
ビー
ス
に
頼
ら
な
い
の
で
は
と
思
っ
た
。
0
・
長
男
は
介
護
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
思
っ
た
。 
・
し
か
し
、
菓
子
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
だ
け
を
置
い
て
パ
チ
ン
コ
に
で
か
け
る
の
は
、
自
分
の
お
金
だ
と
し
て
も
い
け
な
い
と
思
っ
た
。 
・
長
男
は
ま
だ
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
サ
ビー
ス
を
良
く
わ
か
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た
の
で
、
何
回
で
も
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
が
説
明
に
来
る
必
要
が
あ
る
。
0
未
記
入
0
0
0
・
近
所
で
心
配
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
。（
環
） 
・
母
の
た
め
に
20
年
勤
務
し
て
い
た
会
社
を
辞
め
た
。
（
個
） 
・
一
応
、
食
べ
る
も
の
を
置
い
て
い
る
。（
個
） 
・
車
椅
子
の
レ
ン
タ
ル
を
し
て
い
る
。（
環
）
2
2
4
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10
・
ヘ
ル
パ
ー
の
必
要
が
な
い
と
拒
否
し
た
の
は
、
金
銭
的
な
問
題
が
理
由
で
は
な
い
か
と
思
う
。 
・
さ
ら
に
、
長
男
は
、
母
親
が
認
知
症
と
い
う
の
を
認
め
た
く
な
い
か
ら
怒
鳴
っ
た
り
し
て
し
ま
う
の
だ
と
思
う
。 
・
長
男
だ
か
ら
次
男
に
助
け
を
求
め
ら
れ
な
い
と
見
栄
を
張
っ
て
い
る
と
も
思
え
る
。
0
・
虐
待
と
も
感
じ
取
れ
る
し
、
長
男
が
母
親
離
れ
で
き
て
い
な
く
て
、
母
親
の
め
ん
ど
う
は
自
分
が
診
る
と
思
っ
て
い
る
と
も
感
じ
ら
れ
る
。 
・
し
か
し
、
会
社
を
辞
め
パ
チ
ン
コ
を
し
て
帰
る
な
ど
、
金
銭
的
に
大
丈
夫
な
の
か
心
配
。 
・
ス
ト
レ
ス
で
大
声
で
怒
鳴
っ
た
り
、
物
に
当
た
っ
た
り
し
て
し
ま
っ
た
の
か
な
と
思
う
。 
・
責
任
感
が
強
い
人
で
は
と
感
じ
た
。（
＋
）
1
未
記
入
0
0
0
・
長
男
が
会
社
を
辞
め
て
ま
で
母
親
の
面
倒
を
見
よ
う
と
思
っ
た
気
持
ち
。（
個
） 
・
菓
子
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
が
置
い
て
あ
る
。（
個
）
2
2
4
11
・
ひ
ど
い
話
し
だ
と
思
っ
た
。 
・
次
男
が
数
回
し
か
帰
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
長
男
に
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
。 
・「
必
要
な
い
」と
い
わ
れ
て
も
も
っ
と
地
域
が
踏
み
込
む
べ
き
だ
と
思
う
。
0
・
20
年
も
の
間
勤
務
し
て
き
た
会
社
を
辞
め
、
一
人
で
母
の
介
護
を
し
て
き
た
が
、
認
知
症
で
あ
る
母
を
看
る
こ
と
に
対
し
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 
・
ま
た
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
必
要
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
も
何
か
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
0
・
一
人
で
母
親
を
介
護
す
る
こ
と
。 
・
周
り
に
相
談
で
き
な
い
こ
と
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
一
人
で
母
を
介
護
し
て
い
る
こ
と
。（
個
） 
・
次
男
は
他
県
で
暮
ら
し
て
い
る
が
、
年
に
数
回
は
顔
を
出
し
て
く
れ
る
。（
環
） 
・
完
全
に
母
を
離
し
て
介
護
し
て
い
な
い
の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
母
の
手
が
届
く
と
こ
ろ
に
パ
ン
と
飲
み
物
を
置
い
て
い
る
。（
個
）
2
1
3
12
・
虐
待
が
あ
る
か
な
い
か
は
別
と
し
て
、
母
親
と
長
男
の
2
人
に
と
っ
て
あ
ま
り
よ
く
な
い
状
態
で
は
あ
る
。 
・
長
男
も
母
の
た
め
に
20
年
働
い
て
き
た
会
社
を
や
め
た
く
ら
い
な
の
だ
か
ら
、
愛
情
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。（
＋
）
1
・
長
男
一
人
の
手
で
介
護
す
る
の
は
、
想
像
以
上
に
大
変
だ
と
感
じ
た
。 
・
介
護
の
た
め
に
四
六
時
中
母
親
と
つ
き
っ
き
り
で
息
抜
き
が
で
き
て
い
な
い
。 
・
ヘ
ル
パ
ー
の
サ
ビー
ス
導
入
を
ど
う
し
て
拒
む
の
か
疑
問
に
思
っ
た
。
0
未
記
入
0
0
0
・
回
数
は
少
な
い
が
、
次
男
の
協
力
が
あ
る
。（
環
） 
・
ま
っ
た
く
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
る
わ
け
で
は
な
い
。（
個
） 
・
20
年
働
き
続
け
た
会
社
を
辞
め
た
こ
と
。（
個
） 
・
介
護
保
険
は
受
け
て
い
る
。（
環
） 
・
長
男
が
身
体
上
は
健
康
で
あ
る
。（
個
）
3
2
5
13
・
サ
ビー
ス
導
入
の
段
階
か
ら
も
う
一
度
考
え
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。 
・
ま
ず
は
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
サ
ビー
ス
を
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う
説
得
す
べ
き
。 
・
虐
待
か
ど
う
か
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
問
題
が
解
決
し
な
い
場
合
は
、
専
門
分
野
の
人
員
を
増
や
し
、
再
度
検
討
す
べ
き
。
0
・
長
男
は
か
な
り
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。 
・
20
年
間
仕
事
を
続
け
て
き
た
人
が
、
母
親
に
強
く
当
た
っ
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
不
満
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
0
未
記
入
0
0
0
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
や
次
男
な
ど
母
親
と
長
男
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
い
る
。（
環
）
1
0
1
14
・
長
男
は
自
分
で
な
ん
と
か
し
た
い
気
持
ち
は
あ
る
が
、
何
を
ど
う
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
と
思
う
。 
・
し
か
し
、
虐
待
の
可
能
性
が
高
い
。 
・
頼
れ
る
人
も
い
な
い
の
だ
と
思
う
。
次
男
に
長
男
は
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
0
・
食
べ
物
が
菓
子
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
と
い
う
の
は
、
大
人
に
と
っ
て
お
腹
が
す
い
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
食
べ
物
を
置
い
て
い
か
な
い
よ
り
は
、
ま
し
だ
と
思
う
が
少
な
い
と
感
じ
た
。 
・
自
分
の
時
間
が
欲
し
い
の
な
ら
、
ヘ
ル
パ
さー
ん
な
ど
の
話
を
思
い
出
し
て
頼
む
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
な
と
思
っ
た
。
0
未
記
入
0
0
0
・
介
護
の
た
め
に
働
き
続
け
た
仕
事
を
辞
め
て
介
護
す
る
決
意
。（
個
） 
・
次
男
と
は
疎
遠
に
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
顔
は
出
し
て
く
れ
る
。（
環
） 
・
ヘ
ル
パ
ー
の
助
け
は
求
め
ず
が
ん
ば
ろ
う
と
し
た
こ
と
。
（
個
） 
・
餓
死
し
な
い
よ
う
に
、
水
分
と
食
料
は
少
量
で
あ
る
が
残
し
て
い
っ
た
こ
と
。（
個
）
3
1
4
15
・
介
護
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
無
意
識
に
母
親
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
・
疲
れ
て
い
る
と
き
に
周
囲
か
ら
何
を
言
わ
れ
て
も
聞
く
耳
が
も
て
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
0
・
虐
待
が
あ
る
こ
と
を
次
男
は
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
が
サ
ビー
ス
を
勧
め
て
く
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
拒
否
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
も
っ
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
が
そ
の
家
族
を
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 
0
・
介
護
の
た
め
に
会
社
を
辞
め
て
し
ま
い
、
お
金
が
な
か
な
か
稼
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
不
安
や
イ
ラ
イ
ラ
が
た
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
近
所
か
ら
包
括
に
電
話
が
あ
っ
た
。（
環
） 
・
長
男
は
介
護
の
た
め
に
20
年
勤
務
し
た
会
社
を
辞
め
た
。
（
個
） 
・
菓
子
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。（
個
） 
・
介
護
保
険
を
利
用
し
て
お
り
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
が
い
る
。（
環
） 
・
次
男
が
年
に
数
回
実
家
に
顔
を
出
し
て
く
れ
る
。（
環
）
2
3
5
16
・
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
や
ヘ
ル
パ
をー
導
入
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
母
親
の
介
護
を
し
っ
か
り
す
る
約
束
を
し
て
ほ
し
い
。
0
・
長
男
の
精
神
状
態
が
気
に
な
っ
た
。
0
・
近
所
の
人
が
気
に
か
け
て
く
れ
る
。（
環
） 
・
身
内
の
次
男
が
い
る
。（
環
）
0
2
2
・
近
所
が
気
に
し
て
く
れ
る
。（
環
） 
・
長
男
、
次
男
と
も
に
生
き
て
い
る
。（
環
） 
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
ター
の
人
が
把
握
し
て
い
る
。（
環
） 
・
食
事
は
用
意
し
て
い
る
な
ど
完
全
に
放
置
で
は
な
い
。
（
個
）
1
3
4
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17
・
近
所
の
人
か
ら
虐
待
で
は
な
い
か
と
電
話
が
来
る
前
に
気
づ
い
て
、
何
か
し
ら
の
対
応
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
0
・
枕
元
に
菓
子
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
だ
け
置
い
て
夕
方
ま
で
パ
チ
ン
コ
を
し
て
帰
ら
な
か
っ
た
り
、
大
声
で
怒
鳴
る
の
は
あ
ん
ま
り
だ
と
思
っ
た
。
0
未
記
入
0
0
0
・
介
護
の
た
め
に
20
年
勤
務
し
た
会
社
を
辞
め
た
。（
個
） 
・
食
事
を
与
え
て
い
る
。（
個
） 
・
次
男
が
年
に
数
回
実
家
に
顔
を
出
し
て
い
る
。（
環
）
2
1
3
18
・
ケ
マ
マ
ネ
ー
ジ
ャー
が
サ
ビー
ス
の
導
入
を
し
て
、
拒
否
さ
れ
て
い
る
が
、
何
も
し
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
十
分
に
監
視
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。 
・
介
護
保
険
も
も
っ
と
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
0
・
母
親
も
長
男
も
悪
い
と
は
思
わ
な
い
。
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
が
も
っ
と
し
っ
か
り
や
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。
長
男
が
必
要
な
い
と
拒
否
し
て
も
上
手
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。 
・
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
け
れ
ば
、
母
親
は
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
し
て
、
悪
い
の
が
長
男
と
決
め
付
け
る
メ
デ
ィ
ア
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
く
と
今
後
も
何
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
。
0
・
近
所
の
人
。（
環
） 
・
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
。（
環
）
0
2
2
・
介
護
の
た
め
に
20
年
働
い
て
い
た
会
社
を
辞
め
る
。
（
個
） 
・
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
を
置
い
て
い
る
。（
個
） 
・
車
椅
子
を
レ
ン
タ
ル
し
て
い
る
。（
環
） 
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
に
支
援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。（
環
） 
・
次
男
が
顔
を
出
し
て
い
る
。（
環
）
2
3
5
19
・
長
男
が
一
人
で
母
親
の
介
護
を
す
る
の
は
大
変
だ
と
思
う
し
、
精
神
的
に
も
と
て
も
辛
い
と
思
う
。 
・
し
か
し
、
パ
チ
ン
コ
を
し
て
い
る
く
ら
い
な
ら
も
っ
と
別
で
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。 
・
ヘ
ル
パ
ー
の
サ
ビー
ス
を
導
入
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。 
・
母
親
が
脳
梗
塞
に
な
っ
た
こ
と
で
、
20
年
も
勤
め
た
会
社
を
辞
め
た
の
は
辛
い
。
0
・
家
族
の
介
護
は
精
神
的
に
辛
そ
う
。 
・
長
男
一
人
で
の
介
護
は
大
変
だ
と
思
う
。 
・
サ
ビー
ス
の
導
入
を
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
。 
・
ス
ト
レ
ス
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。
0
未
記
入
0
0
0
・
地
域
の
人
が
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
。（
環
） 
・
介
護
を
す
る
た
め
に
20
年
勤
め
た
会
社
を
辞
め
た
。
（
個
） 
・
最
低
限
の
食
事
と
飲
み
物
を
あ
げ
て
い
る
。（
個
） 
・
夕
方
に
は
家
に
帰
っ
て
い
る
。（
個
） 
・
3
年
間
介
護
を
続
け
た
。（
個
） 
・
パ
チ
ン
コ
に
よ
く
行
く
ほ
ど
お
金
を
持
っ
て
い
る
。（
個
）
4
1
5
20
・
介
護
疲
れ
で
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
う
。 
・
今
ま
で
は
大
好
き
な
母
親
の
介
護
を
親
身
に
な
っ
て
し
て
い
た
は
ず
。
そ
れ
を
思
う
と
と
て
も
悲
し
い
。
彼
の
本
心
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
何
年
も
一
人
で
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
う
。（
＋
）
1
・
長
男
は
と
て
も
疲
れ
て
い
る
と
思
う
。
疲
れ
て
い
る
か
ら
パ
チ
ン
コ
に
の
め
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。 
・
サ
ビー
ス
導
入
を
拒
否
し
た
理
由
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。 
・
パ
チ
ン
コ
に
の
め
り
こ
ん
だ
の
は
、
認
知
症
の
母
親
を
看
た
く
な
か
っ
た
か
ら
な
の
か
。
0
未
記
入
0
0
0
・
途
中
ま
で
面
倒
を
看
て
い
た
。（
個
） 
・
介
護
の
知
識
が
あ
る
。（
個
） 
・
ご
飯
を
与
え
て
い
る
。（
環
） 
・
近
所
の
人
が
見
て
い
る
。（
環
）
2
2
4
21
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
と
次
男
が
長
男
に
サ
ビー
ス
を
受
け
る
よ
う
協
力
し
話
す
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。 
・
こ
の
ま
ま
だ
と
母
親
が
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
し
、
長
男
も
菓
子
パ
ン
で
は
栄
養
が
取
れ
ず
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
す
ぐ
に
こ
の
状
態
を
終
わ
ら
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
0
・
も
っ
と
介
護
保
険
を
使
う
べ
き
。
0
・
ヘ
ル
パ
ー
サ
ビー
ス
導
入
を
拒
否
し
て
い
る
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
近
所
の
人
が
気
に
か
け
て
い
る
。（
環
） 
・
介
護
の
た
め
長
男
は
仕
事
を
辞
め
た
思
い
や
り
が
あ
る
。
（
個
） 
・
次
男
と
い
う
家
族
が
い
る
。（
環
） 
・
車
椅
子
を
レ
ン
タ
ル
し
て
い
る
。（
環
） 
・
要
介
護
２
で
あ
る
た
め
使
え
る
機
関
が
あ
る
。（
環
） 
・
母
親
を
捨
て
た
り
し
な
い
。（
個
） 
・
朝
、
菓
子
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
を
置
く
優
し
さ
が
あ
る
。
（
個
） 
・
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
と
ヘ
ル
パ
ー
が
い
る
。（
環
）
3
5
8
22
・
長
男
の
介
護
負
担
が
大
き
す
ぎ
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。
0
・
長
男
の
介
護
の
負
担
が
多
く
て
大
変
。
な
ぜ
サ
ビー
ス
導
入
を
断
る
の
か
。
0
・
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
サ
ビー
ス
を
利
用
し
、
長
男
の
介
護
の
負
担
を
減
ら
す
。 
（
解
決
方
法
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
近
所
の
人
が
虐
待
を
疑
っ
て
地
域
包
括
に
電
話
を
く
れ
た
。
（
環
） 
・
介
護
の
た
め
に
20
年
勤
め
た
会
社
を
辞
め
た
。（
個
） 
・
菓
子
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
を
置
い
て
い
っ
て
い
る
。（
個
） 
・
要
介
護
２
な
の
で
介
護
サ
ビー
ス
が
使
え
る
。（
環
）
2
2
4
23
・
長
男
の
今
と
る
べ
き
行
動
を
き
ち
ん
と
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 
・
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
も
工
夫
し
て
長
男
を
説
得
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
0
・
介
護
の
た
め
に
会
社
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
の
は
、
仕
方
な
い
と
思
っ
た
。 
・
夕
方
ま
で
パ
チ
ン
コ
を
す
る
の
は
よ
く
な
い
。 
・
認
知
症
の
母
親
に
対
し
て
大
声
で
怒
鳴
る
の
は
ひ
ど
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。 
・
次
男
の
子
ど
も
が
障
害
者
で
あ
る
た
め
年
に
数
回
し
か
実
家
に
顔
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
大
変
だ
と
思
っ
た
。 
・
サ
ビー
ス
導
入
の
話
し
を
断
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
思
っ
た
。
0
・
長
男
の
食
事
の
与
え
方
や
母
親
に
対
し
て
の
大
き
な
怒
鳴
り
声
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
近
所
の
人
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
ター
に
電
話
を
し
て
く
れ
た
。（
環
） 
・
長
男
が
介
護
を
す
る
た
め
会
社
を
辞
め
た
。（
個
） 
・
長
男
は
パ
チ
ン
コ
に
行
っ
て
し
ま
う
が
、
最
低
限
の
食
事
は
お
い
て
い
く
。（
個
） 
・
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
が
い
る
。（
環
） 
・
次
男
が
会
い
に
来
て
く
れ
る
。（
環
） 
・
車
椅
子
を
レ
ン
タ
ル
し
て
い
る
。（
環
）
2
4
6
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24
・
虐
待
が
疑
わ
れ
る
。 
・
し
か
し
、
で
も
、
長
男
は
母
親
の
介
護
の
こ
と
だ
け
で
怒
鳴
っ
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
。（
＋
）
1
・
長
男
は
自
分
の
母
親
と
2
人
暮
ら
し
で
会
社
も
辞
め
て
介
護
を
し
て
き
て
き
っ
と
疲
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 
・
自
分
の
時
間
が
欲
し
く
て
、
パ
チ
ン
コ
を
夕
方
ま
で
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 
・
で
も
、
虐
待
を
し
て
は
い
け
な
い
の
で
も
っ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
カー
ー
な
ど
が
話
を
聞
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
0
未
記
入
0
0
0
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
ター
に
近
所
の
人
が
電
話
を
し
て
く
れ
た
た
め
、
地
域
の
連
携
が
あ
る
。（
環
） 
・
母
親
の
介
護
の
た
め
に
、
会
社
を
辞
め
た
。（
個
） 
・
食
事
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。（
個
） 
・
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る
。（
環
） 
・
次
男
が
時
々
顔
を
出
し
に
来
て
い
る
。（
環
）
2
3
5
25
・
も
っ
と
自
宅
に
顔
を
出
し
て
様
子
を
伺
い
に
行
く
こ
と
を
し
た
ほ
う
が
良
い
。
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
人
と
話
し
、
意
見
な
ど
を
聞
い
た
ほ
う
が
良
い
。
0
・
長
男
、
母
そ
れ
ぞ
れ
に
支
援
が
必
要
だ
と
思
う
。 
・
虐
待
は
い
け
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
経
済
面
、
長
男
へ
の
支
援
、
長
男
の
負
担
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。
0
・
長
男
が
一
人
で
介
護
を
し
て
い
る
こ
と
。 
・
地
域
社
会
か
ら
も
孤
立
し
て
い
る
こ
と
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
介
護
の
た
め
に
20
年
勤
務
し
た
会
社
を
辞
め
た
。（
個
） 
・
長
男
一
人
で
介
護
を
が
ん
ば
っ
て
き
た
。（
個
） 
・
近
所
の
人
が
気
に
か
け
て
く
れ
る
。（
環
）
2
1
3
26
・
次
男
の
家
族
に
母
親
の
介
護
を
頼
む
の
は
難
し
い
と
思
う
。
子
ど
も
に
障
害
が
あ
り
、
妻
の
両
親
と
暮
ら
し
て
い
る
以
上
、
母
の
介
護
は
長
男
が
や
る
し
か
な
い
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
カー
ー
な
ど
が
、
も
っ
と
積
極
的
に
長
男
と
話
し
合
い
を
し
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 
・
長
男
は
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
？
0
・
次
男
に
も
障
害
の
子
ど
も
が
お
り
、
母
親
へ
の
サ
ポ
トー
が
で
き
な
い
の
は
仕
方
な
い
。 
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
が
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
支
援
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
・
仕
事
を
辞
め
て
母
親
の
介
護
を
す
る
の
は
、
す
ご
い
こ
と
だ
が
、
長
男
に
対
し
て
も
何
か
支
援
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
0
・
母
親
の
脳
梗
塞
 
・
認
知
症
 
・
要
介
護
２
 
・
次
男
は
他
県
に
お
り
子
ど
も
に
障
害
 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
） 
0
0
0
・
完
全
な
介
護
放
棄
は
し
て
い
な
い
。（
個
） 
・
次
男
が
年
に
数
回
帰
っ
て
く
る
。（
環
） 
・
パ
チ
ン
コ
に
行
く
こ
と
で
の
ス
ト
レ
ス
発
散
し
て
い
る
。（
個
）
2
1
3
27
・
他
の
支
援
が
な
け
れ
ば
、
母
親
だ
け
で
な
く
長
男
ま
で
行
き
詰
っ
て
し
ま
う
と
思
う
。
そ
う
な
る
と
、
今
以
上
に
母
親
の
介
護
を
す
る
も
の
が
い
な
く
な
る
と
思
う
。 
・
虐
待
ま
で
は
行
か
な
い
と
思
う
が
、
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
長
男
も
し
く
は
次
男
と
話
し
を
し
て
理
解
を
し
て
も
ら
い
、
サ
ビー
ス
導
入
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
0
・
母
親
と
長
男
と
の
関
係
性
が
非
常
に
良
く
な
い
。 
・
サ
ビー
ス
の
導
入
は
す
る
べ
き
だ
。 
・
食
事
を
し
っ
か
り
与
え
る
べ
き
だ
。 
・
障
害
を
持
つ
子
ど
も
が
い
る
次
男
の
家
庭
で
は
あ
る
が
、
も
う
少
し
実
家
に
顔
を
出
す
頻
度
を
増
や
す
べ
き
。
0
・
介
護
の
た
め
に
20
年
勤
務
し
て
い
た
会
社
を
辞
め
る
。 
・
認
知
症
の
母
親
に
対
し
て
大
声
で
怒
鳴
る
。 
・
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
サ
ビー
ス
導
入
の
拒
否
。 
（
課
題
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
介
護
を
す
る
た
め
に
会
社
を
辞
め
た
。（
個
） 
・
頼
れ
る
で
あ
ろ
う
場
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。（
環
） 
・
少
な
い
回
数
で
あ
る
が
次
男
が
実
家
へ
顔
を
出
し
て
い
る
。
（
環
）
1
2
3
28
・
母
親
に
対
し
て
の
ス
ト
レ
ス
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
暴
力
を
振
る
う
行
為
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
0
・
長
男
は
も
う
少
し
他
人
を
頼
っ
て
み
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
た
。 
・
な
ぜ
息
子
は
、
サ
ビー
ス
導
入
の
話
し
を
拒
否
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
0
未
記
入
0
0
0
・
菓
子
パ
ン
と
ペ
ット
ボ
ト
ル
を
置
い
た
。（
個
） 
・
母
親
と
一
緒
に
住
ん
で
い
る
。（
環
） 
・
介
護
の
た
め
に
会
社
を
辞
め
た
。（
個
） 
2
1
3
29
・
確
か
に
虐
待
を
思
わ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
思
っ
た
。 
・
認
知
症
が
あ
る
以
上
は
、
徘
徊
し
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
起
こ
り
う
る
か
ら
、
早
く
に
支
援
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
た
。 
・
次
男
が
な
か
な
か
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
、
長
男
が
も
っ
と
積
極
的
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。 
・
サ
ビー
ス
導
入
に
つ
い
て
も
っ
と
も
っ
と
話
し
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
0
・
完
全
に
虐
待
で
あ
る
と
思
っ
た
。 
・
介
護
を
す
る
の
は
長
男
の
た
め
、
無
責
任
す
ぎ
る
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
周
囲
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
協
力
し
て
も
ら
う
な
ど
、
工
夫
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。 
・
母
親
に
当
た
る
と
い
う
行
為
は
決
し
て
し
て
は
な
ら
な
い
。 
・
だ
が
、
そ
の
中
で
次
男
が
年
に
数
回
で
も
顔
を
出
す
と
い
う
の
は
と
て
も
良
い
こ
と
。（
＋
） 
・
し
か
し
、
も
う
少
し
顔
を
出
す
日
数
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
1
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
ター
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャー
が
協
力
し
合
っ
て
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。 
（
解
決
方
法
と
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
記
載
）
0
0
0
・
食
事
を
置
い
て
い
く
こ
と
。（
個
） 
・
車
椅
子
を
レ
ン
タ
ル
し
た
。（
環
） 
・
会
社
に
20
年
勤
務
し
た
と
い
う
こ
と
で
継
続
す
る
力
が
あ
る
。（
個
）
2
1
3
合 計
4
4
1
9
10
62
57
11
9
※「
率
直
な
感
想
」に
お
い
て
１
回
目
よ
り
２
回
目
の
回
答
が
減
少
し
た
箇
所
に
網
か
け
を
し
て
い
る
。
ま
た
、「
ス
ト
レ
ン
グ
ス
」に
お
い
て
勘
違
い
し
た
と
思
わ
れ
る
回
答
に
網
か
け
を
し
て
い
る
。
